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（　）内は令和３年度の取り組み実績
○担当部署の自己評価
●自己評価に基づく課題

№ 部署 事業名 対象者 事業の目標 事業の概要 令和４年度事業の取り組み実績 令和４年度事業の評価・課題 評価
実施
区分

令和５年度以降の取り組み

1
人権啓発
センター

人権啓発ラジオ
番組の放送

一般

　ラジオ放送を通じて市民
の人権意識の高揚を図る。

　あらゆる人権課題の解決や
市民の人権意識の高揚に向け
たラジオ放送を行う。

　委託先：NPO法人たんばコミュニティ
ネットワーク
　期　間：5/9～2/25
　内　容：人権啓発番組「あなたに寄り添
う　心のハーモニー」として、様々な人権
課題やイベント情報、中学生人権作文を放
送した。
　回　数：月～土曜日、週6回、1回5分、
年間30週放送

○身近な学習ツールとして、様々な人権
課題や市が実施する事業の情報を発信す
ることができた。さらに、聞き逃した方
にも学習していただけるように、原稿を
市ホームページに掲載した。
●効果を把握するのが難しいが、番組自
体の周知を幅広い媒体で行う必要があ
る。

Ｂ 継続

・広報紙や市ホームページを活用
し、人権啓発ラジオ番組の周知を図
る。

○ ○

2
人権啓発
センター

人権講演会 一般

　人権についての正しい理
解と豊かな人権感覚を培
い、人権文化が息づいた丹
波市を目指す。

　８月の「人権文化をすすめ
る市民運動」推進強調月間に
合わせて人権講演会を開催す
る。

【丹波市人権講演会】
日　時　８月20日（土）
場　所　ライフピアいちじま
映画上映「あん」
講演会　講師　ドリアン助川さん
　　　　（明治学院大学教授、作家、歌
　　　手）
　　　「感染症と人権　小説『あん』で
　　伝えたかったこと」
参加者　180人

○人権についての関心や理解を深める機
会となった。参加者の97.4％が、「人
権についての関心や理解が大変深まっ
た・深まった」と回答。満足度も平均
89.6％と高評価であった。
●より多くの市民が参加され、人権に関
する理解が深まるよう内容の充実を図る
必要がある。

Ａ 継続

・「インターネットによる人権侵
害」をテーマに講演会を実施する。

○

3
人権啓発
センター

丹の里人権のつ
どい

一般

　市内の関係機関が連携
し、人権についての正しい
理解と人権意識の高揚を図
る。

　12月の人権週間に合わせ
て、市、市教委、市同教、神
戸地方法務局柏原支局、人権
擁護委員協議会等の関係団体
との共催で開催する。

【丹の里人権のつどい】
日　時　12月４日（日）
場　所　春日文化ホール
内　容
・中学生人権作文朗読
・人権活動事例報告
・トーク＆コンサート「自分らしく生き
る」由以さん（シンガーソングライター）
参加者　253人（前年度320人）

○人権についての関心や理解を深める機
会となった。参加者の81％が、「人権
についての関心や理解が大変深まった・
深まった」と回答。満足度も、中学生人
権作文朗読：89.7％、活動事例：
71.2％、トーク＆コンサート89.9％
と、高評価であった。
●より多くの市民が参加され、人権に関
する理解が深まるよう内容の充実を図る
必要がある。

Ａ 継続

・各団体と連携し、内容の充実を図
りながら、12月に実施する。

○ ○

4
人権啓発
センター

地域人権教育事
業

地域
中学生

　人権尊重社会の実現のた
め、地域の人権課題や生活
課題を総合的かつ調和的に
解決し、人権文化の高揚と
共生の地域づくりを推進す
る。

　各中学校区推進委員会等と
委託契約を締結し、各中学校
区において人権課題の解決に
向けた人権教育を実施する。

・実施主体　各中学校の校区委員会
・委託料　　上限　各校区20万円
・事業内容　①中学生の現状から学校、家
庭及び地域の人権課題について学ぶ学習会
②広く住民を募って実施する地域づくり事
業（講演会、展示会など）
③現地学習会
委託費　７中学校区合計　1,098,592円
（上限1,400,000円）

○概ね計画どおりの内容で事業実施がで
き、地域・学校における人権意識の高揚
につながった。また、事前の事業に関す
る担当者説明により適正な事業執行がで
きた。
●適正な事業執行による事業精査が必
要。 Ａ 継続

・担当者会で各校区の取組事例や手
法などの情報を共有し、適正な事業
執行に努めるとともに、より充実し
た内容となるよう進める。（市内6中
学校区での事業実施）

○ ○

5
人権啓発
センター

住民人権学習推
進員研修会

推進員

　住民人権学習推進員の役
割について理解を促し、各
自治会における住民人権学
習を推進し、人権について
の理解と人権課題の解決を
図る。

　各自治会の住民人権学習推
進員を対象に研修会を実施す
る。

　住民人権学習推進員を対象に市が取り組
む人権のテーマや人権学習会の手法等の説
明を行った。（自治公民館活動研修会と同
時開催。3回）
・日　時　６月10日（金）夜、６月11日
（土）午後・夜
・内  容　住民人権学習の進め方とDVD
「夕焼け」の視聴
・出席率　48.2％（192人/398人）

○令和３年度は、新型コロナウイルス感
染症の影響により住民人権学習実施率
54.8％であった。このため、令和４年
度の研修会において、コロナ禍における
人権学習活動の取組事例や様々な学習
ツールの紹介など、「新しい生活様式」
に対応し、前向きに地域で取組ができる
ように支援した。また、当日の様子を録
画しHPに公開し、欠席者に対しても
フォローした。その結果、実施率が
72.5％に回復した。
●住民人権学習推進員の活動への支援を
行い、地域における学習機会の充実を図
る必要がある。

Ａ 継続

・研修会で住民人権学習の進め方な
どを説明するとともに、推進員から
の相談に対応し、新たに人権学習の
進め方ガイドブックを作成し配布す
るなど、引き続き各自治会などで学
習会が実施されるよう支援する。

○ ○ ○ ○ ○

6
人権啓発
センター

人権歴史講座 一般

　第３次丹波市人権施策基
本方針を踏まえ、同和問題
に関する差別意識の解消を
図る。

　同和問題に対する正しい歴
史認識を持つことにより、被
差別地域に対する忌避意識の
解消に繋げるため、人権歴史
講座を開催する。

　開催回数　3回（2回）
①講座　「部落女性と婦人水平社」
　参加者33名（39名）
　講師：関西大学委嘱研究員　宮前千雅子
さん
②「オールロマンス事件のもう一つの視
点」
　参加者 31名（36名）
　講師：希望の家地域福祉センター所長
前川武さん
③フィールドワーク
　京都方面（清水寺、耳塚ほか）
　人権ボランティアガイド冨楽明美さん

○部落史の時系列的な理解をさらに深め
るための講座として企画開催した。参加
者の理解度97％と満足のいく歴史講座
となった。
●効果的な講座となるよう、さらに内容
を充実させる必要がある。

Ａ 継続

・前年度の参加者アンケート結果か
ら市民の関心の高い課題を確認し、
講座内容に設定するなど内容の充実
を図る。また、参加者を広く募れる
よう、様々な媒体で広報周知する。

○

評価
A　期待以上の成果が得られた
B　概ね期待どおりの成果が得られた
C　期待したほどの成果が得られなかった
D　成果が得られなかった
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7
人権啓発
センター

じんけんセミ
ナー

一般

　すべての人の人権を尊重
する視点に立って、正しい
知識の普及や啓発の推進を
図る。

　同和問題をはじめとする
様々な人権問題についての認
識を深めるために、じんけん
セミナーを開催する。

　開催回数　4回
①「人権を守る支援とは？」
講師：伏田雅子さん（元中学校教師）
参加者30名
②人権ゆかりの地探訪「水平社創立から
今、そしてこれから」
講師：細田哲子さん（元小学校教師）
参加者 56名
③「差別の現状と部落差別解消推進法の意
義」
講師：春川政信さん（元小中学校校長）
参加者 34名
④「学校にいけない子の人権を考える」
講師：婦木巧さん（丹波市立教育支援セン
ター長）
参加者38名

○同和問題、ひきこもり、子どもなどの
テーマを取り上げ開催、参加者の理解度
97％と高い評価であった。
●効果的な講座となるよう、さらに内容
を充実させる必要がある。

Ａ 継続

・前年度の参加者アンケート結果か
ら市民の関心の高い人権課題を確認
し、テーマに取り入れるとともに、
新たな人権課題についてもテーマに
取り入れるなど内容の充実を図る。
また、参加者を広く募れるよう、
様々な媒体で広報周知する。

○

8
人権啓発
センター

料理教室 一般

　隣保館において同和問題
をはじめ、様々な人権問題
の解決を基本に交流を行う
中で、市民相互の理解へと
繋げていく。

　市民相互の学びや交流の場
として料理教室を実施する。

　開催回数　３回（3回）
①和菓子づくり教室 講師：お菓子司　藤屋
後藤紀行さん　参加者22名
②そば打ち教室 講師：瀬田勝さん
　参加者19名
③ひな祭り料理教室 講師：いずみ会
　参加者13名

○和菓子づくり教室には、外国人の参加
もあり、料理を通して、参加者相互の交
流が図れた。
●効果的な教室が今後も実施されるよ
う、さらに内容を充実させる必要があ
る。

Ａ 継続

・前年度の参加者アンケート結果か
ら市民の関心の高い人や内容を取り
入れるなど内容の充実を図るととも
に、様々な年代の市民が参加しやす
いように開催曜日・時間の設定を行
う。

○ ○

9
人権啓発
センター

剪定教室 一般

　隣保館において同和問題
をはじめ、様々な人権問題
の解決を基本に交流を行う
中で、市民相互の理解へと
繋げていく。

　市民相互の学びや交流の場
として剪定教室を実施する。

　開催回数　2回（2回）
①庭木の剪定教室　 参加者20名（20名）
②果樹の剪定教室　参加者30名（20名）

○両教室共に定員に達する参加者があ
り、アンケートからも満足度の高い感想
が寄せられた。
●効果的な教室が今後も実施されるよ
う、さらに内容を充実させる必要があ
る。

Ａ 継続

・前年度の参加者アンケート結果か
ら市民の関心の高い人や内容を取り
入れるなど内容の充実を図るととも
に、様々な年代の市民が参加しやす
いように開催曜日・時間の設定を行
う。

○ ○

10
人権啓発
センター

社会を明るくす
る運動作文エッ
セイ募集
（丹波市地区予
選）

小中高生

　次代を担う小・中高生
に、日常の家庭生活、学校
生活の中で体験したことを
基に、犯罪・非行のない地
域社会づくりや犯罪・非行
などに関して考えたこと、
感じたことを作文、エッセ
イに書くことを通じて、
「社会を明るくする運動」
について理解を深めてもら
う。

　社会を明るくする運動の取
り組みの一環として、市内の
小学5年生以上の児童、中高生
を対象に犯罪・非行のない地
域社会づくりや犯罪・非行を
した人の立ち直りについて考
えたことなどを題材にした作
文、エッセイを募集する。

作文コンテスト
・小学生　７校　114作品
・中学生　３校　 ３作品

○小・中学生が作文を書くことを通じ
て、犯罪・非行のない地域社会づくりを
考える機会づくりとなっている。
●作文のテーマが小・中学生にとっては
難しいものであるため、「社会を明るく
する運動」の意義について周知する必要
がある。

Ｂ 継続

・学校を通じて「社会を明るくする
運動」の意義をわかりやすく周知
し、テーマに沿った作文、エッセイ
を募集する。

○ ○ ○ ○

11
人権啓発
センター

人権啓発パネル
展

小中学生

　人権に関する標語を作成
することを通して、市の将
来を担う子どもたちが様々
な人権課題を考え、人権尊
重の重要性や必要性につい
て理解を深めるとともに、
お互いの人権を尊重し合え
る社会の実現を目指す。

　市内の小学５・６年生及び
中学生を対象に人権に関する
標語を募集し、優秀な作品に
ついて表彰を行う。また、応
募作品について、商業施設等
で展示を行う。

・展示点数　235点
　丹波ゆめタウンのゆめ広場で展示した。
「ジェンダーパネル展」同時開催。
（11月25日～12月２日）

○作品展示を通して広く市民に人権啓発
をする機会となっている。商業施設での
展示により、多くの人の目にとまり関心
を持っていただくことができた。
●効果的な人権尊重意識の啓発が今後も
実施されるよう、さらに内容を充実させ
る必要がある。

Ｂ 継続

・引き続き、学校を通じて作品募集
を行い、入賞作品の決定、表彰を行
う。
・商業施設等での作品展示も継続
し、広く市民への人権尊重意識の啓
発に努める。

○ ○ ○ ○ ○

12
人権啓発
センター

男女共同参画講
演会

一般

　男女の人権尊重や固定的
性別役割分担意識の解消、
女性の参画促進など男女共
同参画に対する意識の定着
を図る。

　６月の「男女共同参画週
間」に合わせ、男女共同参画
講演会を開催する。

開催日：6月29日（水）
参加者：109人 （73人）
講　師：小川真知子さん
　　　　　（NPO法人SEAN理事長）
演　題：「国民的アニメから考える男女共
同参画」

○男女共同参画に必要な視点を学び、固
定観念などの気づきの機会となった。
●男女共同参画についての理解と意識の
定着に向け、より多くの市民が参加でき
る学習の機会と内容を検討する。

Ａ 継続

・女性活躍に向けた講演会を開催す
る。

○
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13
人権啓発
センター

男女共同参画推
進員研修会

一般

　男女共同参画推進員の役
割について理解を促し、各
自治会における男女共同参
画の推進を支援する。

　各自治会の男女共同参画推
進員を対象に研修会を実施す
る。

参加者： 143人 （82人）
出席率： 35.5％（7.0％）
講　師：栗木剛さん（mottoひょうご事務
局長）
テーマ：「男女共同参画って　なに？」

○男女共同参画の基本的な知識をわかり
やすく学ぶことができる内容の研修会で
あり、推進員の理解が深まった。参加者
の満足度平均78.7％
●出席率は上がったが、依然として低い
ことから、推進員の活動を後押しできる
研修会が必要である。

Ｂ 継続

・「地域で男女共同参画をどのよう
に進めてよいかわからない」という
悩みに応えるよう、引き続き推進員
の役割の説明、取組事例の紹介、学
習機会の提供を行う。
・学習ツールとして男女共同参画を
テーマとしたDVD貸出や、出前講座
を実施する。

○ ○

14
人権啓発
センター

男女共同参画
推進事業補助
金

一般

　市民が自主的、積極的に
男女共同参画にかかる学習
事業や啓発事業を展開し、
理解を深めようとする活動
を支援し、地域のおける男
女共同参画を推進する。

　自治協議会、自治会、団体
等が行う男女共同参画社会づ
くりを推進する学習活動、啓
発活動に対し、補助金を交付
する。
・補助金　上限30,000円

　補助件数：８団体（11団体）
　補助総額：209,427円（204,027円）

○補助金を活用し、新たに取組を行った
団体等があり、地域等での自主的な学
習・啓発活動を促すことができた。
●地域で進める男女共同参画を支援する
ため、補助金の活用について、より積極
的な周知が必要である。 Ｂ 継続

　広報紙や市ホームページ、男女共
同参画推進員研修会を通じて、補助
金を周知する。

○ ○

15
人権啓発
センター

男女共同参画
基礎講座

一般

　市民の男女共同参画に関
する理科を深め、男女共同
参画社会を築く。

男女共同参画に関する身近な
テーマの講座を開催する。

講座開催回数：3回
講座テーマと参加者数
・SDGｓ　７人
・防災　7人
・女性からだと健康　14人

〇様々なテーマで講座を開催したこと
で、参加者の幅が広がった。
●さらに多くの人に参加してもらえるよ
うに、講座の周知を行う。

Ａ 継続

・男女共同参画を身近に感じてもら
えるテーマを選定し、学んだことを
活用できる講座を実施する。

○

16
人権啓発
センター

男性のための
男女共同参画
講座

一般（男
性）

　男性の男女共同参画社会
への理解を深める。

参加対象者を男性限定にし、
男性の立場を支援する講座を
開催する。

開催日：2月18日（土）
講師：角井孝次（アンガーマネジメント
ファシリテーター）
テーマ：男性のためのコミュニケーション
講座
参加者：15人

〇男性が自分自身を振り返る機会と参加
者同士の交流を図ることができた。
○参加者の満足度が平均95％と高い満
足度が得られた。
●様々な視点から男女共同参画に対する
理解を深める学びの場を増やしていく必
要がある。

Ａ 継続

男性のための男女共同参画を支援す
る講座を開催する。

○

17
人権啓発
センター

小中高生海外派
遣に対する支援

小中高生

　次世代を担う小中高生の
国際感覚を豊かにし、国際
化時代に対応する人材を育
成する。

　市内の国際交流団体等が実
施する短期交換留学事業に参
加する市内在住の小中高生及
び引率者の渡航費の一部を丹
波市国際交流協会を通じて助
成する。

新型コロナウイスル感染症の影響により事
業中止

○新型コロナウイルス感染症の影響によ
り事業中止となった。
●新型コロナウイルス感染症の影響等を
鑑みながら、引き続き、国際交流の機会
を提供するする必要がある。 - 継続

　引き続き、丹波市国際交流協会を
通じた支援の実施を予定している。
（ケント・オーバン市との交流は実
施予定で計画している。）

○ ○

18
文化・ス
ポーツ課

小学校及び中学
校の学校開放事
業にかかる定期
利用調整

市民

　学校施設の円滑な利用を
促進するための調整会議。

　少年少女ｽﾎﾟｰﾂなどの練習等
定期的に利用する団体の利用
調整。

12月に開催　103団体
・各6地域ごとに利用者と学校関係者と調
整をする。
・施設利用の諸注意も合わせて実施

○各利用団体で調整をスムーズに行え
た。
○学校関係者とも利用団体と一緒に諸注
意ができた。 A 継続

・継続して利用調整会議を開催する
予定。

○ ○ ○

19
文化・ス
ポーツ課

スポーツ施設管
理事業

一般

　市民のスポーツレクリ
エーションの普及及び身体
の健全な発展を促進するた
め施設を設置・管理を行
う。

【管理施設】
　大師の杜ホール、氷上総合
グラウンド、春日総合運動公
園、春日体育センター、山南
中央公園グラウンド、山南農
業者等体育施設、B&G体育
館・武道場、愛育館、スポー
ツピアいちじま、市島市民グ
ラウンド、三ッ塚テニスコー
ト

・利用者数
　117,026人（114,658人）
・施設使用料（スポーツ施設使用料）
　12,004,230円（9,334,570円）
        （R5.4.28現在）

○新型コロナウイルス感染症の状況の中
ではあるが、施設利用者、施設使用料と
もに昨年より増加した。
●各施設とも老朽化が進んでいることか
ら、計画的な改修、修繕が必要である。

Ｂ 継続

・施設の適正配置計画に基づき施設
の廃止や更新の検討を行う。
・廃止予定施設については、必要性
を検討しながら修繕等を行うととも
に、廃止後の利活用の検討を行う。

　※山南中央公園グラウンド及び山
南農業者等体育施設（R3.5.31閉
園）
　※長尾テニスコート（R3 解体）

○ ○

20
文化・ス
ポーツ課

細見綾子生家利
活用

一般

・細見綾子生家及び周辺土
地建物の保全管理
・見学者の受入対応及
・地元や団体を巻き込だ多
様な利活用

　27年度に寄附を受けた俳人
細見綾子生家について、生家
の趣を残しながら細見綾子氏
等の顕彰するスペースや展示
創作活動ができるスペースの
整備を行うとともに利活用を
図る。

・俳人細見綾子生家の維持管理
・利用者数
　17件　219名（13件　142名）

○見学施設として展示品の充実を図り、
安定した維持管理を行った。
〇「関西文化の日」を実施し、無料開放
により、施設のＰＲを行った。
●寄附者との連携により、展示品の更な
る充実を図る。
●他部署や丹波市俳句協会などの団体と
連携し、綾子生家を利用した催しを開催
することにより、綾子生家の周知と利用
促進を図る。

Ｂ 継続

・寄附者からの追加展示品寄附対応
による展示品の充実。
・施設管理体制の充実（見学対応、
定期清掃等）
・丹波市俳句協会などの団体と連携
し、綾子生家を利用した催しを開催
することにより、学びの場を提供
し、施設の利用促進を図る。

〇 〇 〇
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21
文化・ス
ポーツ課

文化ホール管理 一般

　安全かつ使いやすい舞台
設備等が整った文化芸術推
進の拠点施設として、市民
の学習成果発表の場づくり
をめざす。

　丹波市立文化ホール（2ホー
ル）を市の文化芸術推進拠点
施設として管理運営する。

・機器設備の定期保守点検や、計画的な簡
易修繕を実施し安定した施設管理を行っ
た。
・主な修繕内容
　ネット配信できるよう光回線工事を行っ
た。
　ホールロビーダウンライトのLED化

・利用者数
　春日文化H　8,585人（4,999人）
　ライフピア  9,086人（5,262人）

○適切な保守点検による予防保全につと
め、施設の安全性の確保に努めた。
〇コロナ禍でも事業ができる環境づくり
として、ネット配信できるようホールを
整備した。
●経年とともに施設や設備が老朽化して
いくため、計画的な更新や予防修繕を行
ない、安全を最優先で確保するととも
に、経費の平準化を図り安定した維持管
理に努める。

Ｂ 継続

・２ホールの安定的な維持管理を行
う。

○ ○

22
文化・ス
ポーツ課

文化ホール自主
事業

一般

・観客増員に向けて、アン
ケート分析、運営委員会の
意見を踏まえ魅力ある事業
や若い世代を対象とした事
業の取り組みを引き続き展
開する。
・芸術文化を鑑賞しようと
する市民意識の向上のた
め、アウトリーチ活動
（ワークショップ等）を展
開した芸術環境づくりをめ
ざす。

・ホール事業に積極的に参画
してもらう機会（鑑賞、事業
への参加、オペレーター登
録）をつくることで、舞台芸
術に関心のある市民層を増や
し、舞台芸術に対する意識を
高める。
・ホール事業を通して、地域
づくりを進める。
・小中学生に舞台芸術鑑賞の
機会を与えることで、情操や
鑑賞マナーを養う。

・若年層をターゲットにした鑑賞型事業や
市内高校生による自主企画、バックステー
ジツアー等の実施。
・自主事業　９公演（８公演）

・自主事業来館者数
　　3,425人（2,296人）

・自主事業「ブラックボトムブラスバン
ド」市内中学生とのコラボのための事前
ワークショップを実施
　市島中学校　11名
　氷上中学校　17名

○コロナ禍ではあったが、感染予防対策
を十分行い、事業が実施できた。
〇プロの演奏家による演奏指導（ワーク
ショップ）も実施した。子供たちの記憶
に残るような体験を提供し、文化芸術に
対する意識を高めていく。
●新聞やラジオ放送等を積極的に活用・
タイアップする等、ファン・リピーター
の増加に向けた営業・広報戦略が必要。
●舞台芸術に触れる機会・環境を整備す
るために、アウトリーチや体験型ワーク
ショップ等の事業展開による舞台芸術環
境づくりが必要。

Ｂ 継続

・観客増員に向けて、アンケート分
析、ホール事業推進会議の意見を踏
まえ、魅力ある事業や若い世代を対
象とした事業の取り組みを引き続き
展開する。
・アウトリーチ活動は、文化芸術を
鑑賞しようとする市民意識の向上と
舞台芸術環境づくりに資すると期待
できるため、積極的な取り組みをす
る。また学校教育との連携等、教育
委員会と協議し実現可能なものは取
り組みに向けて検討する。
・令和４年度以降は「はじめの一歩
シリーズ」として、多様な分野での
芸術鑑賞・体験講座を計画する。

○ ○ ○

23
文化・ス
ポーツ課

オペレーター養
成講座

一般

　オペレータ会員増に向け
た講座の実施は、ゼロ
フォーの協力を得て毎年度
実施し、魅力を感じる講座
内容を研究・開催する。一
般参加のバックステージ
（舞台裏）ツアーの定期開
催等、舞台裏を身近に体験
できる環境を整備し、様々
な方向から研究すること
で、講座の充実を図る。

　円滑な文化ホール運営を行
うため、オペレータークラブ
ZEROⅣの更なる組織拡充と
人材育成を目指して実施す
る。

・文化芸術に触れる機会として文化芸術体
験講座「はじめの一歩」としてオペレー
ター養成講座を２回実施した。
１回目　2名受講
２回目　２名受講
（R3：３名受講。短期型４名受講。）

○地域住民が文化芸術の担い手として取
り組める機会を提供し、舞台芸術への関
心の向上と、舞台技術オペレーターの人
材育成を目指しオペレーター養成講座を
実施した。
●毎年養成講座を開催し、会員の増加と
組織拡充に取組んでいるが、現オペレー
ター会員の高齢化や会員総数が横ばい
（減少）傾向であるため、講座内容の見
直しやニーズ把握等の分析が必要。

Ｂ 継続

・引き続きオペレータークラブ会員
増に向けた養成講座を実施し、組織
の拡充を図る取り組みを行う。
・オペレーターには、さまざまな知
識や経験が必要だが、幅広い年代の
人が可能な限り参加しやすい講座と
なるよう内容や広報の方法を検討す
る。 ○ ○ ○ ○

24
文化・ス
ポーツ課

芸術文化団体育
成事業

会員

・各文化協会の活性化への
取り組みを行うために、市
文化協会役員会（会長会）
において、組織の活性化と
活動内容の充実等について
協議し、芸術文化の振興と
組織拡充を図る。
・新たな組織づくりの検討
を行い、旧町単位の文化協
会が構成する現在の組織体
系を見直し、種目別組織体
系へ組み替える等、丹波市
文化協会が市全体の芸術文
化団体の窓口として機能す
る組織への位置付けを図
る。
・オペレーター養成講座に
より、ZEROⅣの組織拡充
を図る。

・丹波市文化協会として各文
化協会の活動の振興発展を図
るために、総合文化祭の充実
を図る。
・民踊のつどいを実施し、丹
波市郷土民踊保存協会の活動
の充実を図る。
・丹波市立文化ホールオペ
レータークラブZEROⅣ会員
の育成と拡充を図る。
※上記３団体への補助金交付

・生涯学習推進団体補助金5,557千円
　丹波市文化協会　4,400千円
（2,493,024円）
　丹波市郷土民踊保存協会　657千円
（657千円）
　オペレータークラブZEROⅣ　500千円
（500千円）

・丹波文化団体協議会負担金370千円
（370千円）

・丹波市の伝統芸能に興味関心をもっても
らい、後継者の育成につながるよう文化芸
術講座「はじめの一歩」で「伝統芸能講
座」（踊り）を実施した。
講師：丹波市郷土民踊保存協会（春日）
参加者：10名

○各団体会員の高齢化、会員数の減少が
問題となっている。
○コロナ禍でも感染対策を十分行いなが
ら、「総合文化祭」「民踊のつどい」
「各地域での文化祭や発表会」を実施し
た。
〇地域の行事が戻りつつあり、踊りの指
導など依頼があれば、積極的に参加して
いる。
●会員数を増やすために、若年層による
活動参加へのＰＲ及び組織体系の見直し
等の支援策が必要である。

Ｂ 継続

・各団体役員会において、組織の活
性化と活動内容の充実等について協
議し、将来像の具現化を図る。また
旧町単位の下部組織で構成する現在
の組織体系を維持しながら、種目別
団体が構成する組織体系への組換え
等の協議を行い、文化芸術団体の窓
口として機能する組織へ位置付けて
いくための検討を行う。

・丹波市の伝統芸能に興味関心を
もってもらい、後継者の育成につな
がるよう文化芸術講座「はじめの一
歩」で「伝統芸能講座」を実施す
る。

○ ○ ○ ○
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25
文化・ス
ポーツ課

アマチュアアー
ティスト育成支
援事業（A2事
業）

一般

参加団体や舞台スタッフの
広域的なネットワークづく
りをめざすとともに、一般
参加の体験型ワークショッ
プ等を実施することで、芸
術環境づくりを進める。

地域で活躍するアマチュア
アーティストとアマチュア舞
台スタッフがプロの手を借り
ずに創りあげる市民参加型事
業。

　①出演数　②入場者数
・バンドフェスタ（ライブ配信有）
　①15バンド、60名（20バンド67名）
②533名（194名：Youtube配信）

・ピアノフェスタ
　①62名（62名）/②371名（261名）

・ダンスフェスタ
　①９ﾁｰﾑ127名（６ﾁｰﾑ、80名）
　/②654名（296名）

・和太鼓フェスタ
　①６チーム69名（３ﾁｰﾑ、25名）
　/②444名（362名：Youtube配信）

○コロナ禍でも感染防止対策を十分に行
い、事業を実施できた。
●今後、感染症が再発した場合でも、
ネット配信ができるよう準備し、今後の
事業継続・拡充につなげていく。

A 継続

・地域住民の手によって創り上げるA
２事業は、市民の参画意識のもとに
開催し、「地域づくりに結びつく芸
術・文化活動の支援・人材育成を目
指して今後も継続的に開催する。

○ ○

26
文化・ス
ポーツ課

丹波市文化協会
総合文化祭

一般

　文化協会の活性化の取り
組みを行うとともに、芸術
文化の振興と組織拡充を図
る。

　丹波市文化協会として各文
化協会の活動の振興発展を図
るために、総合文化祭を実施
する。

丹波市文化協会総合文化祭
７月９日～10日（令和３年度は中止）

①出品数（出演数）②鑑賞者数（入場者
数）
・展示部門（書、絵手紙等）２日間
　①88点/②159人
（鑑賞者数には舞台部門入場者数が含まれ
る）

・舞台部門　７月10日のみ
　①29団体/②143人

○芸術文化活動に取組まれている方が高
齢化し、また若い世代の組織加入等が減
少している。
○コロナ禍でも感染防止対策をしながら
地域単位の文化祭や地域の催物を実施す
るところが多かった。
●会員数を増やすために、若年層による
活動参加へのＰＲ及び組織体系の見直し
等の支援策が必要である。

Ｂ 継続

　各団体役員会において、組織の活
性化と活動内容の充実等について協
議し、将来像の具現化を図る。また
旧町単位の下部組織で構成する現在
の組織体系を基本としながら、種目
別団体が構成する組織体系への組換
え等の協議を行い、文化芸術団体の
窓口として機能する組織へ位置付け
ていくための検討を行う。

〇 ○ ○

27
文化・ス
ポーツ課

丹波アートコン
ペティション
（丹波市民美術
展）

一般

・広く全国から創作意欲あ
ふれる独創的な作品を募
集・展示することにより、
市民の文化芸術に対する関
心深め文化活動を促進し、
心豊かなまちづくりをめざ
す。

市民が芸術活動に取り組むた
めの機会づくりと文化芸術の
高揚を図る。

【第４回丹波アートコンペティション】
令和５年2月21日(火)～26日(日)
　春日文化ホール・春日住民センター
　出展数：254点(272点）
　入選・入賞数：177点（188点）
　来館者：1,090人（1,059人）

（新人賞受賞者展）
令和５年２月21日(火)～26日(日)
　植野記念美術館
　来館者：206人（337人）

〇出展数が昨年より少し減った。
●市内参加者が増えるように、参加促進
につながる取組が必要。
●展覧会の来館者が増えるようにDMな
どでPRする。

Ｂ 継続

・過去の開催により、課題を整理
し、実行委員会と協働で課題解決に
向けた取り組みを進める。
・市内参加者の出品数や来館者の増
に向けた取り組みを検討する。
・市内の折り込みチラシや広報に加
えて、DMを送るなど出品数、来場者
を増やすためのPRをする。 ○ ○ ○
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文化・ス
ポーツ課

文化芸術サロン 市民

文化芸術に関わる人が集
い、交流を深めていく、あ
るいは身近な場所で文化芸
術に触れ、体験できると
いった場所「交流の場＝サ
ロン」を構築し、身近で気
軽に文化芸術に親しめる機
会を提供することで、文化
芸術の活性化を推進してい
く。

・子育てアートサロン：芸術
に触れる機会が少ない子育て
世代を対象に「親子で楽しむ
ふれあいコンサート」を開
催。
・アートスパイス：丹波アー
トコンペティションの関連事
業として実施。丹波アートコ
ンペティション審査員を講師
に「写真講座」を開催。「書
道講座」は中止。
・文化芸術講座「はじめの一
歩」：初心者や子どもたちを
対象に最初の一歩を踏み出し
てもらえるような文化芸術講
座を実施。

・子育てアートサロン
①令和５年３月２日（木）氷上地域
　丹波市市民プラザ　会議室
　講師　辻本明日香氏（バイオリン）、
　　　　梅谷浩子氏（ピアノ、歌）
　参加者　親子25組51名

②令和５年３月10日（木）柏原地域
　丹波の森公苑　多目的ルーム
　講師　山内千穂氏（打楽器）
　　　　井本裕美氏（ピアノ）
　参加者　親子28組58名

・文化芸術講座「はじめの一歩」
　①伝統芸能講座（丹波市音頭・黒井踊
り）８月７日（日）
　春日文化ホール
　講師　丹波市郷土民踊保存協会
　参加者　10名

　②美術鑑賞講座(展示作品の木版画を見な
がら技法を学ぶ）
　８月11日（木・祝）
　植野記念美術館
　講師　美術館学芸員
　参加者　８名

　③おもしろ楽器講座（身近な材料を使っ
て楽器を作る）８月13日（土）
　春日住民センター大会議室
　講師：足立晃一郎氏
　参加者　８名

　④伝統工芸講座（丹波布を使ったマス
コット作り）８月21日（日）
　春日住民センター大会議室
　講師：丹波布技術認定者
　参加者　５名

○子育てアートサロンは３年目で、本年
度も２回実施した。
〇子どもたちが、文化芸術に気軽に触れ
ることができる機会として、「はじめの
一歩」と題した文化芸術体験講座を実施
した。
また、丹波アートコンペティションの審
査員を講師として、文化芸術講座「アー
トスパイス」を実施し、文化芸術に触れ
る機会を創出することができた。

●アンケート結果によると、参加された
方は概ね好評であったが、参加者が少な
いため、文化芸術講座を開催しているこ
とを広く市民に周知し、定着させていく
必要がある。

●小中学生を対象にしている講座もがほ
とんどで、学校宛てに保護者宛てのメー
ル配信を依頼しても、学校によって対応
が異なり、すべての学校や子どもへ周知
できないので、市広報、新聞折込、優先
放送、SNS等を利用していく。

B 継続

・文化芸術推進基本計画の基本目標
１「文化芸術の鑑賞・体験ができる
機会の充実を図る」に基づき、文化
芸術を身近に感じ“最初の一歩”を
踏み出せるような内容を計画すると
共に啓発・周知を行う。
・「はじめの一歩シリーズ」とし
て、多様な分野での芸術鑑賞・体験
講座を計画する。

〇 ○ ○ ○
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　⑤コラージュ　８月27日（土）
　植野記念美術館
　講師　美術館学芸員
　参加者　１名

　⑥苔テラリューム　８月28日(日）
　春日住民センター創作実習室
　講師　Jumちゃん農園　岡田龍雄氏
　参加者　６名

　⑦和太鼓　令和５年１月22日（日）
　大師の杜ホール
　講師　氷ノ川太鼓のみなさん
　参加者　８名

　⑧お箏　令和５年２月４日（土）
　氷上住民センター研修室
　講師　竹内さおり氏
　参加者　８名

　⑨落語　令和５年２月25日（土）
　ライフピアいちじま大ホール
　講師　笑福亭由瓶氏
　参加者　５名

　⑩ジャズダンス・ヒップホップダンス
　令和５年３月４日（土）
　氷上住民センター研修室
　講師　colorful Boon　森本理紗氏
　参加者　５名

　⑪クラッシックバレエ
　令和５年３月11日（土）
　春日文化ホール
　講師　バレエ・テッラドーノ
　　　　羽生五月氏
　参加者　４名
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・アートスパイス
①書道
　令和４年12月17日（土）
　　春日住民センター　大会議室
　　講師　淺田大遠氏
　→　中止

 ②写真
　令和４年12月18日（日）
　　春日住民センター　大会議室
　　講師　川口和子氏
　　参加者　８名

31
文化・ス
ポーツ課

丹波市スポーツ
推進委員会運営
事業

市民

　ｽﾎﾟｰﾂ基本法第32条の規
定に基づき、丹波市スポー
ツ推進委員時規則を定め市
が委嘱している。

・資質向上のための研修会・
勉強会参加
・ニュースポーツ（クォー
ターテニス）の普及に向けた
巡回教室の開催
・健康づくり推進に向けたラ
ジオ体操講習会や体力測定会
の開催
・派遣事業（PTA親子活動・
自治会等へのﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂの指
導）

・令和元年に新規にクォーターテニスサー
クルを結成することができた。令和２年度
はコロナ禍により中止(自粛）
※（令和元年体験教室10回）
※R3サークル活動にて実施。
・新体力測定会　コロナ禍により中止。
・派遣事業（PTA親子活動・自治会等への
ニュースポーツの指導）
４年度
・クォーターテニス交流大会を実施。
・新体力測定会30名（Ｂ＆Ｇ海洋ｾﾝﾀｰ体育
館）。
・派遣事業（PTA親子活動・自治会等への
ニュースポーツの指導）
・巡回ラジオ体操・みんなの体操会実施
（丹波の森公苑）

○令和元年に新たな自主事業を企画し、
推進委員の活動を展開することができた
が、Ｒ２はコロナ禍により中止したが、
Ｒ３はサークル活動として実施できてい
る。
Ｒ４は交流大会として実施した。
○昨年中止したスポーツ行事も再開する
ことができました。
●各委員の出役回数に偏りがあるため、
委員改選に伴い出役・取組みについて、
各委員に委員の役割等、周知徹底した。

Ｂ 継続

・昨年計画と同様に、体力測定や
ニュースポーツの普及に向けて、地
域へ積極的に出向いていく。
・ニュースポーツ（モルックにも挑
戦）を始め委員の研修会を増やし、
委員年数の低い委員にも知識や技術
の取得を促進する。
・今年度は夏季巡回ラジオ体操・み
んなの体操会にも出役する。

○ ○ ○

32
文化・ス
ポーツ課

スポーツ協会運
営事業

加盟団体

　アマチュアスポーツ・少
年少女スポーツの技術力及
び指導力の向上を目的とす
る。

　①市民スポーツ大会の開催
　②心肺蘇生等各種講習会の
開催
　③スポーツ教室の開催
　補助

・市民スポーツ大会の開催
　　5月～翌年3月
・熱中症研修会　計70名
・加入団体に補助金
・少年少女スポーツ団体に活動費の補助
・スポーツ教室の開催
　　卓球、ソフトテニス（卓球、ソフトテ
ニス）

○丹波市体育協会から丹波市スポーツ協
会へと移行し、研修事業が共有化でき参
加者の広がりが出ている。
●コロナ禍の状況で、市民スポーツ大会
が開催できなかった協会があり、各団体
の会員減少により事業実施ができない
ケースが見受けられる。

Ｂ 継続

○スポーツ協会の事務局体制を充実
することにより「スポーツ推進計
画」の基本理念”スポーツを通じた
まちづくり”の推進を図ると共に、
課の事務事業の一部を移行し事業の
充実を図るよう計画する。
・研修事業の共有化・拡充化を図
る。各団体の、共通の課題として認
識できるようなテーマによる研修を
継続できるよう企画する。
・加盟団体の状況とニーズの把握に
つとめ、協会内で共有を図り、共通
課題として取り組む推進体制を構築
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

33
文化・ス
ポーツ課

丹波市スポーツ
協会　市民ス
ポーツ大会

市民

　丹波市のスポーツ人口の
拡大と社会体育の一層の推
進を目的に開催。

【開催種目】
１軟式野球、２剣道、３陸上
競技、４卓球、５柔道、６ﾊﾞ
ﾚｰﾎﾞｰﾙ、７ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、８ﾊﾞ
ﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、9少年野球、10ﾌｫｰｸ
ﾀﾞﾝｽ、10小学生ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、1
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ、14ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、1５
ﾍﾟﾀﾝｸ、16ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、17
囲碁ﾎﾞｰﾙ、18ｿﾌﾄﾃﾆｽ、19ﾃﾆ
ｽ、20ｻｯｶｰ、21ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙ
ﾌ、22ﾌｧﾐﾘｰﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、23ｺﾞﾙ
ﾌ

・例年5月の開始式を３年振りに開催し
た。それぞれの各協会で広く市民に向けて
開催されたが、コロナ禍により、大会が中
止された協会もありました。協会員の獲得
や協会以外の参加者との交流も図る。

○スポーツ協会の専用ホームページを活
用して、大会参加の募集等をするなどの
取り組みを行っている。
●市民スポーツ大会が各加入団体による
主催のため、多くの市民が参加できるよ
うに周知を広げる。

Ｂ 継続

○R４年度においてもは２年ぶりに開
始式を実施した。各協会においては
感染防止対策を徹底したうえで開催
を可否を検討し、実施する。
・各大会開催にあたり、開催要項の
早期作成と周知を図ることを各団体
に啓発し、スポーツ協会ホームペー
ジにも掲載してＰＲ活動を実施す
る。 ○ ○ ○ ○

34
文化・ス
ポーツ課

丹波市クォー
ターテニス大会

市民

　クォーターテニスによる
健康増進を目途に協会を設
立し、自立した普及推進体
制を整える。

　スポーツ推進委員会主催の
市民を対象としたクォーター
テニス大会。

　クォーターテニス大会
　12月　11チーム26名（柏住Ｃ）

○普及活動と併せて大会が定着化してき
ており、安定した参加者数となっていた
が、Ｒ２、Ｒ３はコロナ禍により中止と
なっていたが、３年振りに実施すること
ができた。
●参加者が固定化してきており、新規参
加者の増につながる新たな企画が必要で
ある。

Ｄ 継続

・昨年計画同様にクォーターテニス
大会を夏季と冬季で開催予定。
　夏季は9月開催
　冬季は12月開催予定

○ ○
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文化・ス
ポーツ課

丹波市ラジオ体
操
指導者講習会・
巡回指導

市民

　市民の健康増進を図り、
市の掲げる、健康寿命日本
一に寄与する。

スポーツ推進委員会と共催の
ラジオ体操講習会を開催し、
市民の健康づくりの意識高揚
につなげる
【対象】
　スポーツ推進委員、スポー
ツ指導者(体育協会、少年少女
スポーツ、sc21、小中学校職
員、体育振興会 他)

Ｒ４年度は2022巡回ラジオ体操・みんな
の体操会を開催（丹波の森公苑）462名
上記の開催地となったため、ラジオ体操講
習会は中止とした。
R3：7月17日 55名(新井小)
　　 ７月18日 102名(東小)
講師 多胡肇 氏

○健康づくりの意識向上を目的にラジオ
体操講習会を開催している。
●単独開催では、参加者が伸びないの
で、地域自治会やスポーツクラブ21と
連携した開催手法を更に工夫する。

Ｂ 継続

・施設魅力発信や、地域スポーツク
ラブ事業の連携という視点で、参加
者の増につながるように、開催場所
や企画を検討していく。
　令和４年度はこれまでの講習会で
はなく、「2022年度夏季巡回ラジオ
体操・みんなの体操会」を開催予
定。
　①8月20日（土）午前６時～
　　丹波の森公苑　芝生広場

○ ○

36
文化・ス
ポーツ課

心肺蘇生講習会 ｽﾎﾟｰﾂ指導者

　各スポーツ関係団体に受
講を義務つけるように指導
を行なっている。

スポーツ協会加入団体のス
ポーツ指導者や審判員を対象
とした心肺蘇生法講習会の開
催

　8月21日・22日・９月3日・5日の計5
回で開催
　男23名、女25名　計48名

○例年多くの参加者を得ている中、昨年
同様年2回の実施を予定していたが、コ
ロナ禍により定員人数の減少に伴い、開
催数を増とし、計５回開催した。
●協会間で取得者数のバラツキがあるた
め、偏りを無くすよう参加を促進する。

Ｂ 継続

・コロナ禍の影響により、１回の定
員を10人となり、開催回数を増やし
開催する。取得が少ない団体へ積極
的に働きかけ、取得数の不均衡を無
くしていく。 ○ ○

37
文化・ス
ポーツ課

丹波市ふれあい
スポーツの集い

市民

　 障がいのある人もない
人もスポーツを通して人の
交流を深め明るく豊かで生
きがいのある生活を営むこ
とを目的とする。

　障がい者と健常者がニュー
スポーツ等を通して健康づく
りと障がいの垣根を越えた触
れ合う機会を設ける。

・参加者　61名、スタッフ30名
（令和２・３年度：中止）

【令和元年度実施内容】
　・参加者117名、スタッフ59名
　・参加団体
　　一般参加、市障がい者スポーツ推進
委員、特別支援学校、小中学校特別支援教
室、市内各障がい者施設、身体障がい者協
議会 、ボランティア協会、スポーツ推進委
員、県障がい者スポーツ指導者協議会丹波
支部、市社会福祉協議会 、民生委員児童委
員連合会

○規模の縮小、感染防止対策を講じた上
で実施に向けて縮小した開催を検討し
た。
●障がいのある・無いに関わらず、誰も
が気軽に参加できること、コロナ禍の状
況の中、開催に向け感染対策、規模の縮
小、プログラムの検討を検討する必要が
ある。 － 継続

・R４はコロナ禍であるため、参加人
数の縮小、開催プログラムを午前の
みに変更等と、感染対応を検討し実
施予定としている。
・各施設利用者や支援学校におい
て、コロナ禍により施設内クラス
ター発生を懸念され参加の自粛をさ
れる状況。
・市内小中学校にも案内し、参加者
を増やす。
・健常者の参加も増やし障がい者と
交流できる体制を検討する。

○ ○

38
文化・ス
ポーツ課

丹波市三ツ塚マ
ラソン大会

一般

　マラソンを通して市民の
健康増進並びに地域の活性
化に寄与する。

　マラソン大会の実施。
　10km・５km・３km・
ジョギング（３km）
　補助　390万円

５月開催：延期（R3延期、Ｒ２中止）
　
【令和元年度実施内容】
　・参加者（1,847名）
　・ゲストランナー1名招待
　・バザーの開催
　・参加する子どもには、母親に渡す
　　カーネーションのプレゼント。
　・コース上に花を飾り、花のコース
　　を設定。

○新型コロナウイルス感染拡大の影響に
より開催を延期とし、次年度開催に向け
協議、検討が必要。
●R2の参加者募集で、既に準備段階で
多額の費用を要していたため、参加料の
返金が出来なかった。
参加者の減は、大会運営に直結する課題
になるので、リピーター、新規参加者の
増につながる企画・広報を、実行委員会
主体で実行していく必要がある。また、
コロナ禍での開催をどのように対応する
のか検討が必要。

－ 継続

・R４(第33回)大会はコロナ禍の状況
により「延期」とし、R５年度開催を
目指し準備を行う。
・コロナ禍における開催に向けた検
討・調整が必要であり、参加者募集
方法について、更なる取り組みがで
きないか、実行委員会において模索
していく。
・事務担当者にできるだけ事務を自
主的にできるようサポート。
・地域の方に関わっていただけるよ
うな仕掛けを実行委員会において検
討する。

○ ○

39
文化・ス
ポーツ課

全国高等学校女
子
硬式野球選手権
大会

連盟加盟高
校

　丹波市における女子ス
ポーツの推進並びに地域の
活性化に寄与する。

　全国の高等学校女子硬式野
球部における全国大会。
　補助　390万円

・６月3日にオンライン抽選会を開催
・7月2２日～7月30日
　会場：スポーツピアいちじま
　　　　春日スタジアム
　参加：49チーム
　観客：延べ6,640名
・決勝戦　８月2日（火）
　　阪神甲子園球場で開催

○コロナ禍により抽選会をオンラインに
より開催。
〇決勝戦を阪神甲子園球場で開催し高校
女子野球と丹波市の知名度向上に繋がっ
た。
●今後、大会規模が拡大するにつれて、
会場へのアクセス環境向上や運営スタッ
フ増強に取り組む必要がある。
●ネット中継等の発信ツールを、市のＰ
Ｒに効果的に結び付けていく取り組みが
必要である。
●駐車場等の確保も必要である。

A 継続

・R４(第26回)は史上最多の49チー
ムの参加により丹波市で準決勝まで
開催し、決勝戦においては昨年に引
き続き「阪神甲子園球場」にて開
催。次年度（令和5年度）の参加チー
ム数も増加傾向にあり、安全な大会
運営に向けて、トイレや駐車場の増
設を図り、観戦環境の向上させる。
・観戦者向けにシャトルバスを充実
させ、来場しやすい環境を整える。
・ネット中継を通した市のＰＲを強
化する（Ｒ４：１回戦よりバーチャ
ル高校野球で中継）。

○ ○ ○

40
文化・ス
ポーツ課

兵庫・丹波もみ
じの里
ハーフマラソン
大会

一般

　マラソンを通して市民の
健康増進並びに地域の活性
化に寄与する。

　マラソン大会の実施
　ハーフ・５km・ジョギング
（2.6km）
　補助　210万円

Ｒ４：中止（令和２・３年度中止）

【令和元年度実施内容】
　11月４日開催
　参加者　（2,057名）
　・地元野菜を始めとしたバザー開催。
　・中学生によるオープニングイベント
　　を実施。
　・もみじの観光もできる時期に開催
　・募集要項の表紙デザインを武庫川
　　大学学生が考案。
　・地域の人に来場してもらえる取り
　　組みとして、専用駐車場の確保と
　　抽選会を実施。

○コロナ禍によりＲ２、３、４年度の開
催を中止。開催会場やコース上での３密
回避は難しく、安全・安心な大会が開催
できないこと、スタッフの不足等により
中止することとなった。

●参加者の減は、大会運営に直結する課
題になるので、リピーター、新規参加者
の増につながる企画・広報を、実行委員
会主体で実行していく必要がある。
●コロナ禍での来場者や運営関係者の安
全確保、運営スタッフの高齢化や人員不
足により運営が困難な状況であり、今後
の検討が必要。

－ 継続

○Ｒ４(第45回）の大会の開催の可否
について令和３年12月の第３回実行
委員会において「中止」を決定し令
和５年度以降の大会は「休止」（調
整中）とすることとなりました。参
加者、運営関係者、市民の安全を第
一とし、中止とした。
・運営スタッフの高齢化や人員不足
により運営が困難な状況であり、今
後の検討が必要。
・コロナ禍で参加者獲得が厳しくな
ると想定されるため、大会会場の配
意や企画内容の調整を行い、大会の
魅力向上、参加者増に取り組む。

○ ○ ○
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41
文化・ス
ポーツ課

ちーたん駅伝大
会

市民

　多世代の市民が駅伝を通
して健康づくりや競技力向
上並びに参加者の親睦を図
ることを目的に開催。

　駅伝大会を実施
①一般男子、②一般女子、③
一般男女混合、④中学男子、
⑤中学女子、⑥マスターズ
（40才以上）⑦小学生男子、
⑧小学生女子、⑨小学生男女
混合、⑩ファミリー
　補助　20万円

12月　参加者：72チーム　288名
　（Ｒ２・３：中止）

【令和元年度実施内容】
　　　参加　（82チーム)
　　　参加者　（391名）
　　　市島　愛育館周辺コース

○Ｒ４は３年振りに開催を実施した。Ｒ
３は、参加の安全確保、コロナの感染拡
大防止の観点から、感染者の増加や屋外
とはいえ、レース以外の場所で蜜を避け
ることはできない、大会運営のスタッフ
の確保も難しい等の理由により実行委員
会において中止を決定した。 － 継続

○Ｒ４（ちーたん駅伝202２)の開催
の可否について、コロナ禍において
感染対策を実施のうえ開催に向け調
整する。

○ ○ ○

42
文化・ス
ポーツ課

スポーツクラブ
21ひょうご
丹波市連絡協議
会運営事業

SC21
会員

　会員制による小学校校区
ごとのスポーツクラブの交
流と市民の健康づくり

　丹波市交流大会の開催 　全クラブ代表者会　25クラブ
　　4月12日開催
　　予算決算、年間事業。

　地域代表者会　4回開催
　　交流大会などについて。

○会員の減少等によるクラブの存続が厳
しい状況のクラブが増加傾向にある。
●クラブでも基金を使い切り、会費だけ
の運営が厳しいクラブが増え存続をどう
するか県との調整が必要。 Ｂ 継続

　県下の各クラブの情報、クラブ活
動活性化、存続への取り組みについ
て調整・検討する。

○ ○ ○

43
文化・ス
ポーツ課

スポーツクラブ
21ひょうご
丹波市連絡協議
会
「各種丹波市交
流大会」

SC21
会員

　各クラブ間の交流と会員
の健康づくりを目的に開
催。

【丹波市（県）交流大会】
　①ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ大会
　②ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会
　③囲碁ﾎﾞｰﾙ大会

・グラウンド・ゴルフ大会
　23チーム/138名（Ｒ３中止）
・ボウリング大会
　11月19日開催　6チーム　15人
　　　　　　　　（4チーム　20人）
丹波地区（県）交流大会
・グラウンドゴルフ大会
　9月24日開催　9チーム　54人
　　　　　　　（11チーム　66人）
・囲碁ボール大会
　10月22日開催　7チーム　21人
　　　　　　　（　5チーム　15人）

○グラウンド・ゴルフ大会、囲碁ボール
大会などは、恒例行事として定着してお
り、コロナ禍により参加者は減少した
が、感染防止対策を徹底し、大会が開催
できクラブ間の交流を図ることができ
た。
●クラブの交流につながる種目を検討
し、交流大会の更なる実施を目指す。 Ｂ 継続

・クラブ間の交流事業の趣旨に沿っ
た種目を検討し、若年層の参加を促
進する。

○ ○

44
市民活動
課

３市連携互近助
サミット

自治協議会
役員

　３市連携による地域づく
り協議会の交流と市内自治
協議会における地域づくり
活動の推進を図る。

　福知山市、朝来市、丹波市
の地域づくり協議会における
地域課題の解決を図る上で参
考となる取り組み等について
の研修会等を開催する。

３市連携まちづくり互近助サミット
・期日　2/11開催
・会場　あさご・ささゆりホール
・参加　福知山市、朝来市、丹波市の地域
づくり協議会役員等53人（57人）
・内容　講演「持続可能な農村（むら）づ
くり〜日常を鍛えるということ〜」
　　　　事例報告：朝来市与布土地域
　　　　グループ交流

○令和４年度は「地域づくりにおける
農」をテーマとして学び、地域の課題解
決と資源活用の両視点から、持続可能な
地域づくりを考える機会となった。
●これまで各地域の好事例の取組紹介も
行ってきたが、地域の持続に関する悩み
事などを共有する会も必要である。

A 継続

・各自治協議会の取組を改めて見つ
め直し、地域の課題認識に基づく段
階に応じた伴走支援が必要である。
・丹波市の好事例を参考に福知山市
の取組が進められた例がある。引き
続き交流事業を継続する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45
市民活動
課

丹波市地域づく
り交付金

自治協議会

　概ね小学校区における地
域課題の解決を図り、か
つ、市民による主体的な連
携と交流の地域づくりを推
進する。

　自治協議会が実施する地域
づくり事業に対し、交付金を
交付する。

・地域づくり交付金
　　25件　　99,564,000円
　（25件　　94,912,000円）
（広報等仕分・配布支援の地域選択事業を
含む）

○概ね小学校区における地域課題の解決
を図り、かつ、市民による主体的な連携
と交流の新たな地域づくりを進めた。
●特別分の使途がハード整備に使用され
ている。

Ｂ 継続

・広報等仕分・配布を自治協議会が
担う地域選択事業を拡大実施する。
・令和７年度で終了となる特別分に
ついて、新たな制度を検討する。
・光熱水費の高騰について、補填を
検討する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46
市民活動
課

丹波市自治公民
館等施設整備事
業補助金

自治会

　自治公民館活動の活性化
を促進し、生涯学習や地域
づくりの振興を図る。

　自治会が実施する自治公民
館等の改修等に係る経費を補
助する。

自治公民館の新築及び改修
・新築　0件（1件）
・改修　4件（３件）
・グラウンド整備　0件（1件）

○自治会において、自治公民館の改修が
実施され、施設の機能向上による自治会
活動の活性化が促進された。
●建築年数が古い自治公民館が多く、取
り壊しや改築に大きな負担が生じる。

Ａ 継続

・引き続き自治公民館活動の活性化
を促進し、生涯学習の振興を図る。
・近隣自治会との機能連携による
シェアなどを検討する。

○ ○
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47
市民活動
課

丹波市辺地自治
公民館等施設整
備事業補助金

自治会

　自治公民館活動の活性化
を促進し、生涯学習の振興
を図る。

　自治会が実施する自治公民
館等の改修等に係る経費を補
助する。

・公民館の新築、全部改築又は大規模改修
　　　0件　0円
　　（ 1件　31,000,000円）

○令和４年度は申請なし。

Ｂ 継続

・引き続き辺地自治公民館活動の活
性化を促進し、生涯学習の振興を図
る。（1件予定）

○ ○

48
市民活動
課

丹波市地域づく
り活動拠点施設
整備事業補助金

自治協議会

　概ね小学校区における地
域課題の解決を図り、か
つ、市民による主体的な連
携と交流の地域づくりを推
進する。

　自治協議会が実施する拠点
施設の改修等に係る経費を補
助する。

地域づくり活動拠点施設の改修
・改修　２件（４件）

○自治協議会において、活動拠点施設の
改修が実施され、施設の機能向上による
地域づくり活動の活性化が促進された。
●建築年数が古い施設が多く、取り壊し
や改築に大きな負担が生じる。 Ａ 継続

・引き続き自治協議会等の地域づく
り活動の推進を図る。
・拠点施設の役割や近隣公共施設と
の関係を整理し、耐震工事や建て替
えを計画される際の相談を行う。 ○ ○

49
市民活動
課

丹波市活躍市民
によるまちづく
り事業応援補助
金

一般

　市民の提案による自発的
かつ自主的で公益的な活動
により、地域の活性化や地
域課題の解決を図る。

　市民の提案による自発的か
つ自主的な公益的活動に対
し、審査を行い、補助金を交
付する。（2/3補助）

補助金交付件数
・提案補助金（上限300千円）
　　10事業（12事業）
・応援補助金（上限50千円）
　　4事業（１事業）

○年度開始前に審査会を開催し交付団体
を決定することで、各団体は4月1日か
ら事業を進めることができた。
○提案補助金は特色を生かした13団体
から補助金交付申請があった。
○コロナで中止していた活動報告会を実
施し、情報共有や意見交換を行うことが
できた。

Ａ 継続

・補助年数（３年）が終了しても活
動が継続できるよう収支計画につい
て助言する。
・地元住民が関わっていけるような
事業計画となるように申請時に助言
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50
市民活動
課

生涯学習・市民
活動団体情報発
信

一般

　市内外の生涯学習団体や
市民活動団体、自治協議会
の活動を紹介することで、
新たに活動を始めようとす
る市民の増加をめざす。

　生涯学習団体や市民団体、
自治協議会の情報を収集し、
市民プラザのホームページや
情報誌で発信する。

登録団体の情報発信を行った。
・市民プラザ登録団体108団体（78団
体）
・情報誌の発行　年６回
・市広報による高齢者学級の紹介　12団体
（12団体）

○各種団体や自治協議会が独自でホーム
ページを開設するのはハードルが高いた
め、情報発信の支援ができている。
●施設使用の目的のみの登録団体は情報
量が少ないため紹介に至っていない。

A 継続

・引き続き登録団体の紹介を行い。
学習活動や地域づくり活動を始めよ
うとする市民の増加をめざす。

○ ○ ○ ○

51
市民活動
課

防災出前講座 一般

　昨今の自然災害や気象の
特徴、地域の特性や平成
26年災害を機に従来から
の地域課題等について理解
を深め、防災に対する知識
を高める。

　災害の経験と教訓を継承す
るとともに災害の記憶を風化
させないために幅広く市民・
地域のみなさんに災害時の状
況や原因、抱えている課題等
について学んでもらう講座を

自治協議会や自治会を対象とした防災講座
を実施。
・実績なし
　（令和３年度実績なし）

〇令和３年度より、くらしの安全課の防
災研修会で実施している。

― 継続 ○ ○ ○

52
市民活動
課

まなびの里づく
り協議会

協議会委員

　生涯学習活動を提供する
多様な主体による連携や協
議を行い、学んだ成果を実
践に生かす知識循環型生涯
学習のまちづくりをめざ
す。

　市生涯学習基本計画に基づ
く生涯学習の推進に関する協
議や提言を行う。

まなびの里づくり協議会を開催した。
・2回（１回）
まなびの里づくり協議会小委員会を開催し
た。
・１回（０回）
※兵庫県公民館大会への参加

○「生涯学習を実践に生かす地域づく
り」をテーマに、地域学校協働活動や、
地域におけるまなびのキーマンについ
て、グループワーク等と通じて共有がで
きた。
○小委員会を実施し、協議会内での意見
のまとめと提言書骨子作成を開始した。

Ｂ 継続

・市への提言書を作成予定。
・引き続き生涯学習基本計画の後期
計画の進捗管理を行う。

○ ○

53
市民活動
課

生涯学習に関す
るアンケート調
査

一般

　基本計画の基本理念を実
現するための指標管理や市
民の様々な学習活動の状
況、学習成果を生かす取組
状況を把握し、今後の事業
展開に生かす。

　市内の20歳以上1,000人無
作為抽出により、まちづくり
部の各担当業務における生涯
学習活動調査を毎年実施しす
る。

 指標（Ｈ25は基準値）
・まなび人を増やそう
　Ｈ25…60.2　Ｒ４…62.3（63.0）
・まなび力を育てよう
　Ｈ25…30.7　Ｒ４…34.4（34.8）
・まなび里をつくろう
　Ｈ25…指標なし　Ｒ４…44.1（41.1）

○質問自体に「知識循環型生涯学習」や
「市民活動」についての定義や市の取り
組み姿勢について記述があり、関心を高
める機会となっている。
●地域性や年代による傾向などクロス集
計ができていないため、細かい分析など
が行えていない。

Ｂ 継続

・アンケート調査から得られた結果
に基づき、今後の事業を展開する。

○

54
市民活動
課

地域高齢者学級
（丹波市生涯学
習振興補助金）

高齢者

　高齢期における生きがい
づくりのための生涯学習活
動の振興を促す。

　高齢期における生きがいづ
くりのための生涯学習振興事
業を展開する団体に対して、
その運営等に要する経費の一
部を交付するとともに、施設
使用料の半額免除（高齢者団
体）を行っている。

・５つの高齢者学級が趣味講座、サークル
活動を中心に活動された。
・新型コロナウイルス感染拡大に気を付け
ながら、それぞれで対策し活動を行った。
・地域高齢者学級5団体
　1,736,000円（1,603,000円）

〇各高齢者学級が主体性をもって企画
し、各講座を運営できている。
●学習成果をまちづくりに活かすという
知識循環型生涯学習についての認識を深
める必要がある。
●各クラブの指導者や運営委員、参加者
の確保が課題となっている。

Ｂ 継続

・引き続き地域高齢者学級連絡会を
開催し、各学級の運営方法などの情
報共有を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○
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(3)学びからまちを活性化す
る
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域
課
題
解
決
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た
め
の
仕
組
み
づ
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55
市民活動
課

TAMBAシニア
カレッジ・地域
高齢者学級合同
募集チラシ作成

高齢者

　高齢者を対象とした生涯
学習活動団体を紹介し、受
講者の拡大を図る。

　TAMBAシニアカレッジと
地域高齢者学級、合同の募集
チラシを作成し、統一感を持
たせる。また、チラシ作成が
苦手な高齢者団体の事務的補
助を行っている。

令和4年度は各高齢者学級が独自のチラシ
を作成しているため、合同チラシの作成は
していない。

○各高齢者学級で独自のチラシ等を作成
しているため、作成していない。
〇毎月の広報たんばにて「地域高齢者学
級だより」を掲載し、各高齢者学級の活
動の紹介を行っている。

Ａ 継続

・引き続きシニアカレッジと地域高
齢者学級の連携を図り、丹波市の高
齢者にとってのまなびの情報を広報
する。

○ ○ ○

56
市民活動
課

TAMBAシニア
カレッジ

高齢者

　高齢者自らが主体的に学
ぶ力を育み、知識や経験を
地域活動に生かすことがで
きる市民を増やす。

　高齢期を生きがいを持って
生き生きと過ごすため、生活
必要課題の解決に向けた社会
教育講座を実施する。

年間全10回の講座を実施した。
（オープン講座５回　テーマ別講座５回）
【講座分野】
・オープン（教養）講座５回（６回）
・受講申込数56人（104人）
・テーマ別講座５回（０回）
・受講申込数９人（０人）
・テーマ（生涯学習、健康、生きがい等）

〇令和４年度からオープン講座の講義型
の学習だけではなく、少人数による話し
合いをメインとした「テーマ別講座」を
実施した。
○テーマ別講座の申込・参加者数が少な
い。 Ｂ 継続

・新型コロナの感染対策を図りなが
らも学べる環境を整える。
・テーマ別講座の廃止。
・オープン講座の中に受講生同士が
交流できる時間を作り、受講生の前
向きな講座参加を促す。 ○ ○ ○

57
市民活動
課

ＴＡＭＢＡシニ
アカレッジラジ
オ教養講座

高齢者

　高齢者が、自宅に居なが
ら学ぶことができる。

　たんばコミュニテイＦＭ
805を活用し、高齢期を豊か
に生きるための講座を放送す
る。

全５回（10回）のラジオ講座を開講
　生きがい、地域づくり、歴史、高齢者学
級、健康

○新型コロナウイスルが感染拡大する中
でも学び続ける新しいカタチとしてラジ
オ講座を開講した。

A 継続

・会場に行くことができない高齢者
の学ぶ機会として、継続する。
・教材を見ながら聴き学ぶことがで
きるような工夫をする。

○ ○ ○

58
市民活動
課

丹波市子ども会
育成協議会

子ども会

　子どもが地域で安心・安
全に暮らし、一人ひとりが
たくましく健やかに成長で
きるような魅力ある子ども
会活動を支援する。

　単位子ども会への支援を行
うとともに、指導者育成、子
ども会安全共済会事業、子ど
もの手による子ども会助成事
業を実施する。

・わくわくオセロ大会　29名参加
・自主事業　中止
・子ども会安全共済会
　加入団体：129団体、3,082名
・子どもの手による子ども会助成事業
　助成団体：5団体　150,000円

〇オセロ大会はコロナ禍での実施とな
り、人数制限を行って実施した。感染対
策・消毒作業等保護者の協力を得て行う
ことができた。
●丹波市子ども会育成協議会を存続して
いくために、子どもとの関わりをもって
もらえる役員の確保が課題となってい
る。

Ｂ 継続

・青少年育成に関する事業を実施
し、高校生や保護者を含めた大人の
関りができるような取組を行う。

○ ○ ○ ○ ○

59
市民活動
課

丹波市社会教育
関係団体補助金

一般

　社会教育関係団体におけ
る社会教育の推進。

　社会教育の発展を図るた
め、社会教育法第10条に基づ
く社会教育関係団体に交付す
る補助金。

　丹波市子ども会育成協議会
　100,000円（100,000円）

○役員の選出に苦慮している。
●単位子ども会役員の枠外からの役員の
選出、指導者の養成が必要である。

Ｂ 継続

・引き続き丹波市子ども会育成協議
会に社会教育関係団体補助金を交付
する。
・目的に沿った協議会の運営を継続
して実施する。

○ ○ ○ ○

60
市民活動
課

丹波市俳句協会 一般

　丹波市の生んだ著名俳人
を顕彰するとともに、青少
年への俳句文化の振興と俳
句文化の定着、また俳句を
通じた言葉の交流を図る。

　著名俳人の顕彰と俳句事業
の開催。青少年への俳句文化
の醸成を目的とした出張俳句
教室を行う。
・田ステ女俳句ラリー（5月）
・たんば青春俳句祭（11月）
青垣地域
・出張俳句教室（市内小～高
校）
・協会主催俳句募集（２月）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止していた田ステ女俳句ラリー、たんば青
春俳句祭について、実施した。
・田ステ女俳句ラリー
　事前投句数　240句（316句）
　俳句ラリー参加者数　61人（-）
・たんば青春俳句祭
　事前投句数　6,148句（7,050句）
　俳句ラリー参加者数　55人（-）
・出張俳句教室回数　62回（36回）
・協会主催俳句募集
　投句数　331句（221句）

○新型コロナウイルスに十分配慮しなが
ら予定事業について実施した。
○出張俳句教室についても、多数の依頼
があり、実施状況は回復傾向にある。
○協会の活動を広報する会員向け会報誌
の発刊を行った。

Ｂ 継続

・会員の自主運営を促すため、より
多くの会員が協会運営に携わる仕掛
けをし、俳句協会の運営を継続でき
るように支援する。

○ ○ ○ ○ ○
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61
市民活動
課

丹波市二十歳の
つどい

新成人

　成人を迎えられた門出を
祝し、この成人式を契機に
大人への自覚と大人として
の言動に責任を持つととも
に、社会的責任を果たす心
構えを培い、豊かな人生を
築き上げることをねらいに
開催する。

　例年、成人の日の前日に開
催。
　市が主催する第一部式典の
ほか、第二部では成人式実行
委員会企画イベントを実施
し、人材育成の視点にたって
支援している。

・令和５年丹波市二十歳のつどい～丹（ま
ごころ）を君に～
　※2部開催
　　会場：丹波市立春日文化ホール
　　午前：氷上、青垣、市島
　　午後：柏原、春日、山南
　令和５年１月８日（日）
　参加者数：509名
　実行委員：５名

〇令和５年１月８日（日）には令和５年
丹波市成人式を新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、午前午後の２部に分け
て実施した。
○例年会場として利用している丹波の森
公苑ホールが耐震工事中であり、丹波市
立春日文化ホールで実施した。
○実行委員会中心に事業を企画、運営
し、参加者と双方向参加型のプログラム
を実施できた。
○令和４年４月１日の民法改正に伴い、
名称を「成人式」→「二十歳のつどい」
に変更して実施した。

Ａ 継続

・１部制で実施できるように開催方
法を検討する。
・社会教育事業である意義を再度検
討する。

○

62
市民活動
課

丹波青い鳥学級
視覚障がい

者

　視覚障がい者が、社会人
としての幅広い教養や実用
的な知識・技能等を習得す
るとともに共生の喜びを創
造する場を提供する。

　視覚障害がい者のための社
会教育事業として、県から委
託を受け実施。実行委員会に
よる運営。

丹波市が主担当事務局となって５回講座を
実施した。
　学級生15名（丹波市）

○学級生は、積極的に参加し意欲的に学
ぶことができている。
●学級生の高齢化が進んでおり、新たな
学級生獲得が必要。
●学級生にとって実用的な知識を習得で
きる講座が必要。

Ｂ 継続

・丹波篠山市が主担当事務局となり
５回講座実施予定。
・新規学級生獲得に向け視覚障害者
手帳１～２級の方に案内を送付。
・健常者もともに参加できる内容を
検討していく。

○ ○ ○

63
市民活動
課

丹波くすの木学
級

聴覚・言語
障がい者

　聴覚・言語障がい者が、
社会人としての幅広い教養
や実用的な知識・技能等を
習得するとともに共生の喜
びを創造する場を提供す
る。

　聴覚・言語障がい者のため
の社会教育事業として、県か
ら委託を受け実施。運営委員
会による運営。

丹波篠山市が主担当事務局となって４回講
座を実施した
　学級生23名（丹波市）

○体験講座などで学級生同士、ボラン
ティアと交流しながら共に活動すること
の楽しさを実感できた。
●学級生が固定化しており、新たな学級
生の獲得、満足度や学習意欲を高められ
る魅力的な講座の実施が必要。

Ｂ 継続

・障がい福祉課と連携し新規受講生
獲得のため、聴覚言語障害者1～2級
の方に案内を送付し、市内の手話
サークルへも案内した。本年度は丹
波市が担当事務局で４回講座を実施
予定。
・内容は、運営委員会で協議し、体
験的なもの、知識が得られる講座を
実施。社会見学も実施予定。

○ ○ ○

64
市民活動
課

障がい者社会教
育学級送迎

視覚障がい
者・聴覚・
言語障がい

者

　障がいのある人が、社会
人としての幅広い教養や実
用的な知識・技能等を習得
するとともに共生の喜びを
創造する場を提供するた
め、参加しやすい環境を整
備する。

　県県委託事業である、青い
鳥学級とくすの木学級生の学
級参加を促すためのタク
シー、バス送迎を実施する。

・青い鳥学級（学級生・ヘルパー含む）
　延べ利用者数　42名（44名）
・くすの木学級（学級生）
　延べ利用者数　６名（４名）
・市内会場又は集合場所までのタクシー送
迎
・市外会場までの公用バス運行

○青い鳥学級は、自宅から会場までのガ
イドヘルパーを含めた送迎を行い、学級
に参加しやすい環境を整備した。
○タクシー送迎は地元業者に依頼してお
り、送迎のたびにコミュニケーションが
とれ、信頼関係を築くとともに交流の
きっかけとなっている。
●参加者が高齢化、固定化している。

Ｂ 継続

・送迎があることで、参加しやすい
事業であることの広報を検討し、受
講生拡大をめざす。

○ ○
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(1)学びで地域の魅
力を見つける (2)学びのまちをつくる

(3)学びからまちを活性化す
る

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り

65
市民活動
課

自治公民館活動
補助金

一般

　自治公民館による生涯学
習活動の活性化により、自
治能力を高め、主体的に課
題解決ができる組織づくり
をめざすとともに地域コ
ミュニティの促進を図る。

①人権意識を高める学習活動
事業、②地域コミュニテイの
形成のための事業事業を行う
自治公民館に補助し、地域に
おける生涯学習活動を活性化
させる。
均等割40,000円＋戸数割
250円

・211自治公民館が実施。
（205自治公民館）
【主なテーマ】
①人権意識を高める学習活動事業
②地域コミュニテイの形成のための事業
・住民が集まらなくてもできる自治公民館
活動を考え工夫されている自治公民館がみ
られた。

〇新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、自治公民館活動が縮小・中止された
ところもあった。
〇補助金の説明会は行わず、資料の送付
とした。
〇自治公民館活動・人権住民学習合同研
修会を2日に分けて実施した。
　※対象：自治公民館長、主事、人権推
進員

Ｂ 継続

・公民館活動研修を引き続き実施す
る。
・昨年の事業実施内容から特に工夫
のあった自治公民館長、主事にパネ
リストとなっていただき、パネル
ディスカッションを実施する。
・各自治公民館活動担当者のヨコの
つながりをつくるため、グループ別
の交流会を実施する。

○ ○ ○ ○ ○

66
市民活動
課

住民センター管
理

一般

　住民センターを利用する
市民を増やし、生涯学習活
動の推進を図る。

　各地域の生涯学習拠点施設
として安全かつ適正に管理運
営する。

・利用者数
　188,562人（149,196人）
・施設使用料（住民センター使用料）
　10,520,180円（10,341,749円）
・免除団体登録　83団体（75団体）

○新型コロナウイルス感染症拡大により
減少していた利用者数に回復傾向がみら
れた。
●施設によって利用件数に差がある。
●各施設とも老朽化が進んでおり、施設
の改修、設備の更新が必要となってい
る。

Ｂ 継続

・引き続き市民の生涯学習拠点とな
る各住民センターを適正に管理運営
する。
・大規模改修の時期を考慮しつつ、
必要な設備の改修、更新を行う。

○ ○

67
市民活動
課

公共施設予約シ
ステム運用
自動券売機管理

一般

　住民センターをはじめと
した公共生涯学習施設利用
者の利便性の向上を図る。

　公共施設予約システムの安
全な運用と自動券売機の適正
な管理を行う。

・アクセス件数27,033件（30,809件）
・WEB予約件数1,886件（1,226件）

○セキュリティ強化や古いデータの削
除、スポーツ施設の料金改定等に伴う改
修を行い、適切な動作環境を整えた。
●既存の公共施設予約システムが導入後
15年経過しており、改修では対応でき
ない課題も増えてきたため、新たなシス
テムへの更新が必要となっている。

Ｂ 継続

・引き続き公共施設予約システム、
自動券売機の運用管理を適正に行
う。
・公共施設予約システムの更新につ
いて調査研究を行う。

○ ○ ○

68
市民活動
課

丹波布伝承館事
業

一般

　丹波布技術保存会の組織
体制の確立と、丹波布の技
術を後世に継承していく。

　丹波布の伝統文化の保存と
後継者の育成のための伝承教
室を開催。

・来館者数　16,996人（14,923人）
・丹波布長期伝承教室の開催
　第１３期生５名受講（１２期生４名）
・短期伝承教室開催　5日間（5日間）
・創作展・企画展開催　2回（2回）
・糸紡ぎ体験・織体験等各種講座開催
　参加者　94人（６１人）

○開館以来実施している長期教室は第１
３期を開講しており、技術の継承、文化
の保存への継続的な取り組みができてい
る。
●新型コロナウィルス感染症による旅行
自粛等により近年は来館者数は減少傾向
だったが、令和4年度は回復傾向にある
ことから、一層の広報や企画展の創意工
夫を行い、内外への丹波布の普及を図
る。

Ｂ 継続

・指定管理制度導入を含め、施設全
体の管理運営方法について検討を行
う。
・青垣小学校のふるさと学習への出
前講座等の実施
・丹波布技術保存会の組織強化を支
援する

○ ○ ○

69
市民活動
課

市民活動支援セ
ンター運営

一般

　生涯学習活動や地域づく
り活動などにおける、市民
が主体的に行う公益的な活
動を総合的に支援する仕組
みをつくり、拠点を整備す
ることにより、今後の取り
組みを活性化させることを
目的とする。

　市民の多様なニーズや複雑
化する地域課題の解決に向け
た公益的な活動を総合的に支
援する拠点として、次の３つ
のことに取り組む。

１．知識循環型生涯学習推進
の拠点
２．市民活動連携の拠点
３．地域づくり事業支援の拠
点

ＮＰＯ法人丹波ひとまち支援機構による指
定管理施設とし、生涯学習活動や地域づく
り活動の総合的な支援を行った。
①市民活動団体・イベント情報発信
・情報誌「tamtam」発行６回
・チラシ配架、登録団体の特別展示
・講師紹介、講師派遣
・各種補助金情報収集、紹介
・ポータルサイト、ＳＮＳ、ＤＭ
・「ラジオ喫茶ここちか」第1・3土曜
②各種相談対応及び専門的な支援会議
・相談対応837件
・地域支援（アンケート実施、会議運営、
地域づくり計画見直し、ＨＰ作成、地域支
援者連絡会、重点支援（ミライン）等）
③交流、マッチング、コーディネート

○地域支援については、地域への訪問を
行い、地域の進み具合によって伴走しな
がら会議支援などを行っている。
〇自治協議会の活動や組織の見直しに係
る地域支援に関する業務として、個別の
自治協議会を選定し、個別支援（重点支
援）をスタートすることができた。
○市民活動団体や生涯学習団体が参加す
る大交流会では、団体同士がつながるこ
とができている。また、参加団体が主体
的に取り組むための事前打ち合わせを行
うなどの仕掛けができている。
○地域情報や団体情報、イベントなどを
情報誌「tamtam」やSNS等を活用
し、積極的な発信ができている。
○ICTを活用した会議や講座の実施な

A 継続

引き続き、市民プラザ基本計画に基
づき、市民活動支援センターを含む
市民プラザの運営については、NPO
法人丹波ひとまち支援機構による指
定管理とする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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を高める

(2)学びを見
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70 財政課
簡単でわかりや
すい丹波市の財
政講座

一般

市民生活に身近なサービス
を提供する市の財政状況を
わかりやすく伝える資料を
作成し、公表する。

自治会や各種団体等を対象に
職員による出前講座を実施す
る。

資料による説明
・丹波市の収入と支出
・財政の健康診断（財政指
標）
・近隣市との比較
・丹波市の今までとこれから

実績なし 実績なし

― 継続

・資料のデータ更新と見やすさに
努めるとともに、職員の説明力の
向上を図り、わかりやすく丹波市
の財政状況を伝えていく。

○ ○

71 環境課
丹波市クリーン
センター見学等

一般

　丹波市クリーンセンター
にて施設見学や出前講座を
行い、ゴミ処理や分別、リ
サイクル等のごみの減量化
に対する意識向上を図る。

　丹波市クリーンセンターの
施設を見学してもらい、施設
紹介のＤＶＤ上映や見学窓か
らのごみ処理や分別の状況を
見学してもらう。
　自治会や団体に出向き、ご
みの分別学習会を行う。

（施設見学）
21件557名（14件273名）
　　うち大人104名（98名）
　　　　子供453名（175名）
（分別学習会）
7件141名（１件15名）

○新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、施設見学者は減少傾向であったが、
令和4年度以降、徐々に回復しつつあ
る。
●施設の基本方針の1つである「安心・
安全な施設」として啓発を行い、ごみの
分別や減量化を考える機会として、多く
の方に施設見学に来てもらい、減量・分
別の必要性について考え行動に移しても

Ｂ 継続

目標　件数　　　　30件
　　　参加者数　 700人
　
申込のある見学（社会見学等）だけ
でなく、市のイベントや教室開催に
おいて、施設見学の時間を取り入れ
るなど、より多くの方に環境問題つ
いて取り組んでいただく機会を設け
る。

○ ○

72 環境課

丹波市クリーン
センター
リサイクル体験
教室

一般

　丹波市クリーンセンター
にてリサイクル体験教室を
行うことにより、リサイク
ルやごみの減量化に対する
意識向上を図る。

　牛乳パックを使った「紙す
き」や「サンドブラスト」、
「ガラスフュージング」など
のガラス体験教室を行う。

サンドブラスト　　　  ２回　 11名
　　　　　　　　　  （１回      1名）

ガラスフュージング　  ４回    10名
　　　　　　　　　　（2回      5名）

紙すき                       ０回      ０名
　　　　　　　　　  （０回      ０名）

○新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、各教室の開催回数や参加者が減少傾
向であったが、令和4年度以降、徐々に
増え、戻りつつある。
●毎月開催しているが、年々、開催数及
び参加者数が減少している。ＰＲ方法や
教室内容を見直し、参加者を増やす取り
組みが必要である。

Ｃ 継続

開催予定
・サンドブラスト　年12回
　　（定員　各16名）
・ガラスフュージング　年12回
　　（定員　各８名）
・紙すき　年 ３回
　　（定員　各16名）

○

73 環境課

丹波市クリーン
センター
とんぼ玉体験教
室

一般

　ガラス工芸に触れること
によってガラスの特性を学
び、リサイクルやごみの減
量化に対する意識向上を図
る。

　丹波市クリーンセンターに
て、とんぼ玉体験教室を行
う。

　開催回数　  5回（6回）
　参加人数　37名（32名）

○一定の参加人数はあるが、継続して参
加される方があり、新規参加者の割合が
少ない。
●新規参加者数を増やすためのＰＲ方法
や、教室内容を見直す必要がある。

Ｃ 継続

開催予定　6回
定員　各１２名

教室内容が主旨に沿っているか等見
直し、今後の教室としてのあり方を
検討する。

○

74 環境課
丹波市クリーン
センター
古着・古布教室

一般

　丹波市クリーンセンター
にて古着や古布を使った体
験教室を行うことにより、
リサイクルやごみの減量化
に対する意識向上を図る。

　丹波市クリーンセンターに
て、古着や古布を再利用した
教室を行う。

　開催回数　  ０回（０回）
　参加人数     ０名（０名）

○新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、令和4年度は取り組んでいない。
●古着をリサイクルするにあたり、講師
選定やミシン等の備品が課題である。教
室内容を見直す必要がある。

― 継続

教室内容や対象を見直すなど、今後
の教室開催を検討する。

○

75 環境課

丹波市クリーン
センター
エコクッキング
教室

一般

　廃棄率の少ないエコを意
識したクッキング教室を行
うことによってごみの減量
化に対する意識向上を図
る。

　廃棄率の少ないエコを意識
したクッキング教室を行う。

　開催回数　　 0回（０回）
　参加人数       0名（０名）

○新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、令和4年度は取り組んでいない。
●使える食材を調理し生ごみを増やさな
いような取り組みや食材の入っている容
器など、ごみの分別についても理解いた
だけるような内容を検討する必要があ
る。

― 継続

開催予定　３回
定員　各２０名

調理の準備段階から、分別しやすい
ようにごみ袋を分けたり、案内を掲
示するなど、生ごみ以外のごみの分
別にも取り組んでもらう。

○

76 環境課

丹波市クリーン
センター
夏休みリサイク
ル教室

一般

　丹波市クリーンセンター
にて小学生を対象としたリ
サイクル体験教室を行うこ
とにより、リサイクルやご
みの減量化に対する意識向
上を図る。

　小学生を対象に、ガラスや
紙パックを使ったリサイクル
教室を行う。

　開催回数　  ６回（６回）
　参加人数　56名（45名）

新規教室：エコキャンドル教室
　　　　　（廃食油利用）

○新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、令和4年度は定員数を減らし縮小し
て取り組んだ。
○教室開始前に施設見学等を行い、参加
者児童及び保護者にごみの分別や減量等
に関心を寄せてもらう機会とした。
●教室内容に変化がないため、内容を検
討し、参加者数を増やす必要がある。 B 継続

開催予定　６回
定員　各１６名

子供たちが興味のある教室内容を検
討し、多くの子ども達が参加しても
らえる工夫をする。

○
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77
くらしの
安全課

消費者協議会活
動

一般

　健全で安心な消費生活を
推進する。

　消費者活動の自主学習。
　消費生活に関する調査・研
究及び啓発。

　コロナ禍で十分な活動が実施できなかっ
た中で、事業計画に基づき、理事を中心に
研修等を実施した。

○地区での啓発は実施できたが、市民全
体へ発信する啓発ができなかった。
●消費者協議会会則に則り、135名の
会員のみならず、市民を巻き込んだ積極
的な活動を広げてもらう。

Ｃ 継続

・県連絡協議会総会（講演会）に参
加し見聞を広めるとともに、市域の
啓発活動、男性料理教室をコロナ禍
以前の状況に戻し実施する。

○ ○ ○ ○

78
くらしの
安全課

交通安全教室
小・中学

生、高齢者

　地域の交通安全を推進す
る。

　小学校の自転車教室をはじ
め、交通安全教室を、市が委
嘱した交通指導員により実施
する。
　丹波警察署の警察官に派遣
依頼を行い、企業や自治会、
高齢者を対象に交通安全教室
を行う。

　小学校の交通安全教室及び自転車教室を
学校と市が委嘱した交通指導員により実施
し、企業については警察署に依頼し実施し
た。
　認定こども園、小中学校および企業等の
実績
　　58ヵ所・延べ5,484人
　（50ヵ所・延べ5,701人）

○子どもの交通安全の強化を目的とした
交通安全教室（自転車教室を含む）を交
通指導員と警察官により実施できた。
●小学校の交通安全教室では、交通指導
員による指導が効果あるものとするた
め、小学校に事前の十分な協議をお願い
する必要がある。

A 継続

・交通安全教室の効果がより上がる
よう、学校等関係者と協議を行い、
交通指導員と警察署の協力を得て実
施する。

○ ○ ○ ○

79
くらしの
安全課

ひょうご防災
リーダーの養成

一般

　地域防災力を高めるため
に、地域防災の担い手とな
り得る自主防災組織等の
リーダーを育成する。

　突発的な自然災害等に備え
るため、自主防災組織等の地
域コミュニティが主体となっ
て取り組むことが出来る実戦
的なプログラムの提供（地区
防災計画づくり、避難所運営
訓練等）

　 〇県のリーダー講座を活用し、市で活躍
してもらえる防災リーダー（防災会会
員）の増につながった。

Ａ 継続

・地域版のリーダー講座は概ね4年に
一度などので、その間の対応策を検
討することと、新規防災会会員の訓
練指導・研修などの活動する場を提
供していく。

○ ○ ○

80
くらしの
安全課

消防団の訓練指
導

一般

　防火意識の涵養と、地域
消防力を強化する。

　地域の消防訓練に対し指導
協力を行う。

　新型コロナウイルス感染症予防のため消
防団が主体となる防火訓練は縮小して実
施、地域の火災訓練（防災訓練）において
も少数ではあるが、要請に応じて消防団が
参加した。

○必要に応じて適正に消防訓練の指導協
力ができた
●今後は地域の火災訓練（防災訓練）の
実施回数も増加が見込まれ、消防団も参
加して指導協力できるように努める。

Ｂ 継続

・様々な事態に対応すべく、自主防
災組織等の地域組織と相互の関係を
保ち、防災全般の訓練指導を行う。

○ ○

81
くらしの
安全課

自主防災訓練指
導

自主防災組
織

　自主防災組織等による自
助・共助に基づく地域防災
力の向上を図る。

　自主防災組織等が自主的に
実施する防災訓練（避難訓
練、避難所運営訓練、ハザー
ド確認等）に対して指導、助
言を行う。

　Web版丹波市防災マップを活用した災害
情報収集研修の他、初期消火訓練、煙体験
等を実施した。
52組織：自治会等34、学校等８、企業等
３、その他７
（26組織：自治会等18、学校等12、企業
等1）

○自主防災組織の他、各種団体からの防
災研修が増加し、防災意識の醸成を図る
ことができた。

Ｂ 継続

・引き続き防災マップやWeb版防災
マップの説明を通じて、自分の住ん
でいる地域のリスクの理解、また避
難行動の重要性などを伝えていく。 ○ ○

82
くらしの
安全課

災害時要援護者
避難支援体制の
構築

自治会等

　地域で安心して生活でき
る共助体制を確立する。
（地域防災力の向上）

　災害時の避難に関して何ら
かの不安がある市民に対し、
地域で避難支援を行う体制を
構築する。

・地区単位での民生委員児童委員と自治会
長による合同研修の実施
・避難行動要支援者全員に名簿更新確認を
実施し、対象者の半分程度の名簿の最新化
を行った。

避難行動要支援者システムを活用し、名
簿の最新化を行えたことで一定の成果を
あげることができた。今後は、地域と市
で名簿情報を共有し、個別避難計画の作
成推進を行うことが今後の課題である。

Ａ 拡充

・最新化した避難行動要支援者の名
簿を各自治会に配布する。
・避難行動に特に配慮が必要な方の
避難訓練を行い、個別避難計画を作
成することで避難行動のモデルを構
築する。

○ ○

83
くらしの
安全課

自主防災組織育
成助成事業

自主防災組
織

自主防災組織の育成を図る
ため、自主防災組織が実施
する災害に対する被害防止
及び軽減活動に直接資する
経費に関し助成。

助成対象となる資機材
補助率８割　上限４万円
・生活用品
・救出・救助用品
・避難所運営用品
・倉庫、保管庫
・その他資機材
補助率６割　上限４万円
・炊き出し訓練材料費
・防災学習に係る費用
・防災リーダー講座受講経費
各対象事業を通じて４万円を
限度

助成実績
54組織　1,892,000円
（51組織）　1,777,000円

○新たに自主防災組織を結成された自治
会への補助を行ったことで、防災資機材
の充実化を図れた。
●助成金を活用する組織が固定化してい
る傾向にある。

Ｂ 継続

・市HPや広報紙を活用し、実際に行
われている防災訓練内容等を周知
し、防災訓練の必要性を訴える。

○ ○ ○

84
くらしの
安全課

自治協議会防災
資機材整備事業

自治協議会

自治協議会が自然災害等に
備えて避難所の開設及び運
営に必要な防災資機材を整
備するために必要な経費を
補助

補助対象となる資機材
自治協議会が管理する地区拠
点施設（コミュニティセン
ター等）や地区内の避難所等
を開設、運営するために必要
な資機材
補助対象事業費の8/10
上限10万円

補助実績
18協議会　1,642,000円
（13協議会)　1,257,000円

○事業最終年度であることを踏まえ周知
を行ったことで、大幅に実績増となり、
防災資機材の充実を図ることができた。

Ａ 廃止

R4年度が事業最終年度

○ ○ ○
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85
くらしの
安全課

丹波市「心　つ
なぐ」防災の日
普及事業

市民

　丹波市豪雨災害の記憶を
風化させることなく、経験
と教訓を後世に継承し、市
民一人ひとりが防災意識を
高めることにより、自助と
それを補う共助、公助が連
携する安全で安心な地域社
会づくりを推進する。

　丹波市豪雨災害の経験と教
訓を継承するとともに、安全
で安心な地域社会づくりに期
する日として、８月16日を丹
波市「心　つなぐ」防災の日
（とする。
・防災行政無線等を活用した
「心　つなぐ」防災の日の市
民周知
・ワークショップ「親子でつ
くろう！」わが家の避難計画
の実施

・防災行政無線放送（８月17日）
・親子でつくるマイ避難計画ワークショッ
プ
　開催日：８月６日・７日
　会場　　氷上住民センター
　対象者　市内小学生及び保護者
　参加数　13家族32名

○昨年度に引き続きワークショップをイ
ベントを実施したが、昨年以上の参加者
があり幅広く防災意識の啓発につながっ
た。
○ワークショップで作成された成果物を
一部寄贈いただくことができ、自治会等
で開催される防災研修に活用できた。
○丹波市防災会のみならず、兵庫県立大
学大学院にも協力をいただき、参加者へ
の手厚いサポートを行うことができた。

Ａ 継続

参加校が一部の地域に固まっていた
ため、年度当初に実施される学校長
会でも周知し、市内全域から参加者
が集まるように取り組む。

○ ○ ○ ○

86
社会福祉
課

老人クラブ運営
費補助金

高齢者

　地域に居住する高齢者
が、互いに助け合い、生き
がいを持ちながら健康で安
らかな生活を営むことがで
きる地域社会を形成する。

　老人クラブ等が実施する生
きがいづくり、健康づくり、
見守り活動、ボランティア活
動、サークル活動及び学習活
動等に要する経費の一部を補
助する。
〔対象〕
・老人クラブ連合会（市組
織）
・単位老人クラブ（市組織加
盟クラブ／自治会等単位）
・地域老人クラブ（市組織未
加盟団体／自治会等単位）

・老人クラブ連合会に対する補助金
　市老連加盟クラブ数
　　　　　　45クラブ（54クラブ）
　会員数　1,450人（1,798人）
　市老連活動補助金
　　1,741,299円（2,124,456円）
・単位老人クラブに対する補助金
　36クラブ　2,505,571円
（45クラブ　2,734,230円）
・地域老人クラブに対する補助金
　36クラブ　563,143円
（41クラブ　578,921円）

○高齢者の生きがいや健康づくりを推進
するためには、年々減少傾向にある老人
クラブの活動継続（脱退や解散等の抑
止）及び更なる会員数増が求められる
が、生活スタイルの多様化等により新規
加入者が見込めない状況にある。〔前年
度比：△９クラブ、△348人／市老連
加盟クラブ〕

●現状では市老連加盟クラブ数は減少の
一途を辿る見込みであるが、その大半は
解散等されず、地域内で引き続き小人数
組織で運営されているのが実態である。
加齢に伴う補助申請手続き等の煩わしさ
から団体への加入や役員を敬遠される傾
向がある。令和３年度は新型コロナウイ
ルス感染症に伴う地域活動の自粛によっ
て、申請数が大きく減少している。
手続きの簡素化や使途を特定しない補助
への要望が強いが、一定の事務手続きを
省略することは困難である。よって、加
齢に伴う事務能力の衰えを支援（補完）
するしくみが必要と考える。

Ｃ 継続

・引き続き、地域の老人サークルに
対し、老人クラブ活動への移行と市
老連への新規加盟の働きかけを市老
連や市社会福祉協議会（市老連事務
局）とともに連携しながら進める。
・老人クラブ等への支援は、法的努
力義務であることから、今後も継続
して実施していくことに変わりはな
いが、地域における互助的役割を担
う地域の老人組織が、今後も継続し
て活発に活動いただけるために、適
度な事務支援が行えるしくみを検討
していく。

○ ○ ○ ○

87
社会福祉
課

心を育む講演会 一般

　児童虐待についての理解
とその防止を図る。

　人権啓発センター・自立支
援課（要保護児童対策地域協
議会）の共催で、一般市民を
対象に、児童虐待防止と児童
の人権についての講演会を実
施する。

新型コロナ感染拡大防止のため中止 ○例年200人程度の参加者があるが、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止した。

― 廃止

・11月の児童虐待防止推進月間の市
民対象の講演会の実施については廃
止する。代わりに、要保護児童対策
地域協議会構成員を対象とした研修
を実施する。 ○

88
介護保険
課

いきいき百歳体
操

高齢者

高齢者人口の10％のいき
いき百歳体操実践者をめざ
す
令和２年度：開始団体・新
規開始団体を併せて130
団体の継続実施

　先進事例で筋力アップの効
果が示されている「いきいき
百歳体操」を推進する。住民
主体とした地域づくりとして
実施し、住民自らが運営し効
果を実感しやる気を高め継続
できるように支援をしながら
推進する。いきいき百体操を
最低週１回３ヶ月間、以後継
続することで筋力アップを図
り運動機能を向上させ、フレ
イル（虚弱）状態になるのを
防ぐ。対象はおもに自治振興
会、自治会、老人会等の高齢
者の団体、サークル。

経年実績累計（65歳以上参加率）
27年度　14団体　  　364人　1.6％
28年度　47団体　 　 766人　3.6％
29年度　84団体　  1,223人　5.7％
30年度　116団体　1,733人　8.1％
R元年度　150団体　2,151人　9.4％
R2年度　161団体　 2167人　9.98％
R3年度　169団体　2089人　9.6％
R4年度　173団体　2005人　9.3％
※12月定点調査の実績

R4年度休止団体は5団体。

○実施団体数は増だが参加人数は微減。
●立ち上げに向け社協支えあい推進員、
地域包括と推進の打合せを実施推進した
が7団体に留まった。開始がR5年度に
ずれ込んだ団体が3団体あった。3年度
は前年度から新型コロナ感染症の影響を
受け、目標20団体のところ9団体の立
ち上げに留まった。
なお一層の立ち上げが必要。

C 継続

〇R5.5.8にコロナ感染症が5類移行
に伴い、立ち上げの時期到来と捉え
地域包括と共に、町毎の児童民生委
員会でいき百の意義、効果の説明を
実施し立ち上げ推進を図る。
〇団体参加者の増に向け、具体策を
協議、実施し評価しながら、減から
増への流れを作る。

○ ○ ○ ○

89
介護保険
課

介護予防出前講
座

高齢者

　一般高齢者及び地域住
民、支援者に対して介護予
防の知識の普及と実践に向
けた啓発をおこなう。
　また、いきいき百歳体操
が身近な地域で開催される
ように体験講座を通して推
進をしていく。

　講座は3つのテーマ及びその
他から内容を選び、実施団体
へ講師を派遣しておこなう。
テーマ
・高齢者の栄養とお口の健康
（フレイル予防 栄養・口腔）
・めざそう元気百歳！足腰の
機能を保つために
（フレイル予防 運動）
・いきいき百歳体操体験講座
・その他（自由設定）

【R4年度実績】
41回261人に実施
＜内訳＞
・老人会　5回120人
・ふれあいサロン等 11回182人
・自治会　14回191人
・その他　11回231人
＜内容＞
・栄養とお口の健康　7回173人
・足腰の機能を保つために　2回19人
・いき百 体験講座　15回184人
・その他（脳活、認知症、介護・福祉等）

　　17回348人

○withコロナで日常活動が少しづつ戻ってきてい
る。感染予防が周知され地域の集い場の開催が前年
度より約３倍にに増え、地域に活気が出てきた。
講座内容はフレイル予防を重点においた内容で実施
○フレイル予防（栄養・口腔・運動）講座は身近な
テーマとして地域の学習の場の再開のきっかけとし
て申し込みが増えた。また、その他の講座は認知症
予防関連の申し込みが多い。特にいきいき百歳体操
実施地域からの申し込みが多く、いきいき百歳体操
を通して生涯学習の機会となっている。いき百体験
講座は、実施後地域のいきいき百歳体操開催に繋
がっている
●更にいきいき百歳体操を身近な地域の開催に繋げ
るために、計画的に体験講座実施への周知が必要
●講座開催を、いきいき百歳体操の機会と連動させ
て介護予防、フレイル予防について関心を高め実践
に繋げる

Ｂ 継続

コロナ感染症が５類に変更されたこ
とにより、当面は感染予防対策をお
こないつつ、高齢者の集いの場とし
て講座が開催できるよう情報発信を
おこなっていく。いきいき百歳体操
の立ち上げに向けて、未実施団体へ
いきいき百歳体操体験講の開催に働
きかけをおこなっていく

○ ○ ○ ○
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90
介護保険
課

くらし応援隊養
成講座

一般

　総合事業における訪問型
サービス事業の担い手の育
成と、高齢者の社会参加の
促進を目的とする。

　社会福祉協議会に委託して
いる「地域支えあい推進員」
とともに、介護予防・生活支
援総合事業にかかる訪問事業
に携わるボランティアを育成
する。

【R4年度講座】
・養成講座
　連続4回1クール実施
　　　受講者　36名
　　　登録者  　9名

【くらし応援隊員協力会員登録者数合計】
　　　　59名

【取組み】
　協力会員より、居住地域を超えた活動の
移動に係る費用の補助を求める声があり、
居住地域を超える活動1回につき、100円
の補助を次年度より行うこととした。しか
し、令和８年度までとし、それまでに協力
会員を増やしていくこととする。

○地域支えあい推進員による市民への声
かけにより、受講者が増加した。家事支
援の依頼件数も増加し、会員が活動する
機会が増えたが、都合が合わずマッチン
グできない依頼も多かった。
〇ふくサポ（くらし応援隊事務局）を通
じてお聞きした協力会員の意見に基づ
き、交通費補助制度を整備した。会員の
活動支援、ふくサポから会員への依頼の
しやすさにつながった他、現場を支援す
る市の姿勢を知って頂く機会となり、関
係構築につながったと思われる。
●今後も継続した市民への講座周知や受
講声かけが必要。生活支援の担い手の必
要性理解やくらし応援隊の声から本人自
身のやりがいにつながっていること、及
び講座開催の周知を関係団体等へ積極的
に行うなど、互助の機運を向上させる。

Ｂ 継続

・看護師等の有資格者への簡易版講
座や、出張型養成講座等、受講しや
すい講座の形態について検討し、受
講者及び登録会員の増加を目指す。

・同じ家事支援であるシルバー人材
派遣センターと情報共有し、役割分
担や協働をどうするのか検討する。
またそれぞれの場で活動する高齢者
が、共に活躍し介護予防になるよう
留意する。

○ ○ ○ ○

91
介護保険
課

認知症サポー
ター養成講座

一般

　認知症を理解し、認知症
の人や家族を見守る認知症
サポーターを一人でも増や
し、認知症になっても安心
して暮らせるまちを住民と
ともにつくる。

　認知症の正しい理解を得て
地域で支えるためのサポー
ターを養成する。認知症キャ
ラバンメイトが自治会、老人
会、学校など希望される団体
に出向き実施する。

【令和4年度 認知症サポーター養成講座】
・実施回数　　　21回
・受講者数　　　414名
　　　　　　延13,980名

○令和4年度は、前年度と比較して実施
回数、受講者数ともに増加。実施団体の
うち、10団体は学校関係。高校のイン
ターアクト部の修了者は、その後アルツ
ハイマーデー・月間の啓発活動にキャラ
バンメイトとともに参加された。ウィズ
コロナということで、実施団体の申し込
みが増えたと考える。
●講座修了時のアンケートで、丹波市の
次世代を担う小学生たちから、認知症に
ついて純粋に理解し、お友達が困ってい
たら助けてあげるのと同じように優しく
声をかけたり手伝ってあげるという感想
が多く、学童期からの啓発活動の必要性
を感じた。認知症サポーター養成講座を
全学校で開催してもらえるよう引き続き
学校への働きかけを行なっていく。

Ｂ 継続

・認知症の人と地域でかかわること
が多いと想定される金融機関等、
SOSネットワーク協定企業に向けた
認知症サポーター養成講座の開催
や、市内小中学校等への福祉教育の
一環としてサポーター養成に力を力
を入れ、認知症の理解を深めてもら
えるように努める。また、認知症サ
ポーター養成講座修了者に対して、
今後取り組めることがないかについ
て、修了者と協議を重ね、活動でき
る場を検討していく。
・学校長会、福祉教育推進会議で、
学童期からの認知症の啓発の必要性
を伝え、認知症サポーター養成講座
を開催してもらえるよう推進する。

○ ○ ○ ○ ○

92
介護保険
課

いきいき百歳体
操サポーター養
成講座

一般

　育成されたサポーターが
地域のいきいき百歳体操実
施団体を支援できるように
する。

　いきいき百歳体操のサポー
ターの役割りを認識し、団体
が主体的に集いの場として実
施継続できるようサポーター
を育成。

・いきいき百歳体操サポーター養成講座の
開催：全4回
　受講者8名、内講座修了者7名
　内登録者5名
・フォローアップ講座：1回
　参加者21名
・いきいき百歳体操サポーターポイント
　制度申請　　48名

●27年度から延べ193名を養成。う
ち、登録者は61名。R4年度は離脱17
名と世代交代が進む。サポーターの養成
と共に登録者の増、ポイント制度利用の
増が課題。 Ｂ 継続

・養成講座　7～8月にかけて全4
回。講座定員20名。フォロー教室は
4回の補修と位置づける。
・既存の代表者、児童民生委員、既
登録サポーターに働きかけ広く養成
講座への応募を呼び掛ける。

○ ○

93
障がい福
祉課

障がいのことを
知る出前講座

市民

　障がいのことに関し、よ
り理解を深めることを目的
とする。

　自治会、PTA、民生委員、
職員の学習会への講師派遣等
を行う。

・出前講座開催

　０自治会、３団体
 （０自治会、3団体）

○障害者週間に公共施設等に啓発グッズ
2,500個を設置し、障害者差別解消
法、障がい者虐待など障がい理解につい
て周知啓発を行った。
○団体等への出前講座を実施し権利擁
護、障がいの理解促進について啓発し
た。
●法人等民間事業所への啓発・講座の開
催実績の増加が課題である。

Ｂ 継続

・自治会に限らず、企業などにおい
て出前講座が実施できるよう検討を
する。

・学校等、教育関係機関において出
前講座を実施し、児童、生徒、教育
関係者への理解促進を引き続き推進
する。

○ ○ ○ ○ ○

94
障がい福
祉課

自治会等手話教
室

市民

　手話への理解促進・啓発
に係る自治会・企業等への
手話教室の開催。

　手話研修の開催。 自治会　０回（１回13人）
企業　　０回　　（0回）
その他団体　１回40人（１回87人）
シニアカレッジ　０回（０回）

○聞こえない障がいへの理解深め、合理
的配慮の一環としての手話の必要性を啓
発できた。
●法人等民間事業所への啓発・講座の開
催実績の増加が課題である。 Ｂ 継続

・兵庫県と連携し、地域における手
話の必要性の理解を広めるため継続
的に実施する。

○ ○

95
障がい福
祉課

手話奉仕員養成
講座

市民

　丹波市手話奉仕員の養
成。

　初心者向け「入門講座」、
入門修了者向け「基礎講座」
の開催。

　入門講座1講座、基礎講座１講座を実施
した。
　
【令和４年度修了者数】
 　入門 　24人（11人）
 　基礎　　３人（３人）

○手話奉仕員養成講座を開催し、手話を
学び、手話が使いやすい環境づくりに取
り組めた。

Ｂ 継続

・令和５年度は、入門講座と基礎講
座の２講座を開催する。

○ ○ ○
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96
障がい福
祉課

手話通訳者養成
講座

手話奉仕員

　丹波市登録手話通訳者の
養成。

「通訳Ⅰ」講座の開催
　　＊基礎講座修了者対象
「通訳Ⅱ」講座の開催
　　＊通訳Ⅰ修了者対象
「通訳Ⅲ」講座の開催
　　＊通訳Ⅱ修了者対象

手話通訳者養成講座「通訳Ⅱ」全34回を丹
波市と丹波篠山市合同で実施した。
　
通訳Ⅱ修了者数　７人（10人）
　※丹波市受講生のみ記載。

○手話通訳者養成講座「通訳Ⅱ」を開催
し、登録手話通訳者の養成が行えた。

Ｂ 継続

・令和５年度は、手話通訳者養成講
座「通訳Ⅰ」全36回講座を丹波市と
丹波篠山市合同で開催する。

○ ○ ○

97
障がい福
祉課

要約筆記者養成
講座

市民

　丹波市登録要約筆記者の
養成。

　パソコン要約筆記者養成講
座の開催。

パソコン要約筆記者養成講座を「前期課
程」全16回を丹波市と丹波篠山市合同で実
施した。

受講者数　８人（０人）
　※丹波市受講生のみ記載

〇パソコ要約筆記者養成講座を開催し、
要約筆記者の養成が行えた。

Ｂ 継続

・令和５年度は、パソコン要約筆記
者養成講座[後期課程]全17回講座を
丹波市と丹波篠山市合同で開催す
る。 ○ ○ ○ ○

98 健康課 出前健康教室 市民

　健康づくりに必要な知識
の普及啓発と、自らの健康
は自ら守るという意識の醸
成に加え、具体的で取り組
みやすい健康的な生活習慣
の実践を推奨し、健康寿命
の延伸を目指す。

　健康たんば21計画に基づ
き、自治振興会（協議会）、
自治会、各種団体等を対象に
健康教室を実施する。

出前健康教室：6回（4回）、142人（
114人）

　自治会等の出前健康教室は、コロナ感染
拡大防止のため積極的な働きかけは実施し
なかった。
　開催された自治会では、コロナ感染予防
を切り口にメンタルヘルスに関する内容や
睡眠の大切さを含めた健康教室を実施でき
た。

○コロナ禍だが感染者が落ち着いたタイ
ミングで感染予防に気をつけて実施した
自治会もあり少し回数は増加。人と会う
機会が少なかったが地域の方とのふれあ
いがあり良かったという意見もあった。
●今後も広報やホームページ等での啓発
などとともに感染予防に気をつけながら
実施していきたい。

Ｂ 継続

・年度当初に自治会長会に働きかけ
内容周知。実施自治体数昨年度より
増加を目指す。また市内企業、商工
会へ健康教室の実施を呼びかけ、働
き盛り世代への介入を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

99 健康課
ぐっすり・すや
すや運動

市民

　個人・家族・地域全体が
「睡眠」という身近な日常
行動が健康づくりに大いに
関係していることを知ると
ともに、睡眠の大切さを見
直し、健康づくりに取り組
むことで健康寿命日本一を
目指す。

健康診査における保健指導、
出前健康教室や健康相談、小
学生やその保護者への睡眠授
業やこども園、子育て学習セ
ンターでの睡眠講座等で睡眠
に関する正しい情報の啓発や
睡眠相談を実施する。

睡眠に関する出前健康教室：９回（8
回）、220人（200人）
職員研修（新人研修）：１回（1回）
ゲートキーパー研修：７回（3回）
その他の団体（看護学校、民児協等）：6
回（3回）
健康相談：28回（38回）、76人（63
人）
　
睡眠授業の実施：小学校 ４校(7校）、

○小学校からは、睡眠を含めた生活リズ
ムを整えることについての睡眠学習の要
請がある。また新人職員研修として、メ
ンタルヘルスと睡眠との関係を伝え、睡
眠の大切さを話している。ゲートキー
パー研修においても職員自身のメンタル
ヘルスの話につけ加え睡眠の大切さを伝
えている。
●コロナ感染拡大防止のため出前健康教
室は少ないが、広報やホームページ等で
啓発していくことを継続していきたい。

Ｂ 継続

・感染防止対策を講じながら、睡眠
の大切さを健康教育等で広めてい
く。さまざまな機会をとらえ睡眠か
ら始まる健康づくりの大切さを伝え
ていく。

○ ○ ○ ○ ○ ○

100 健康課 食育推進事業 市民

　食育に関する正しい知識
の普及啓発で食育への関心
を高め、自ら望ましい食育
活動を実践する市民の増加
を目指す。

　丹波市食育推進計画に基づ
き、関係機関・団体と連携
し、食に関する体験活動の機
会を作ったり、食の情報発信
を行います。

健康づくり推進会議：2回　食育推進計画
中間評価実施（健康づくり推進会議：1
回）

4歳児食育教室：４園261人（1園90人）
高校生食育講座：4回126人（5回 116
人）
栄養教室：7回51人（8回56人）
食育SATシステムによる食事診断：94人
（29人）
食育レシピ＆コラムのホームページ、広報
への掲載：12回（12回）
10月食育月間展示：ミルネ（ミルネ、第二
庁舎）
食育フェア：朝ごはんフォーラム（コロナ
中止）

○子どもを対象とした食育活動は、コロ
ナ禍前の状況に戻りつつある。

●中間評価より、大人の食育への関心度
の低さが見え、その年代層へのアプロー
チの在り方が課題。

Ｂ 継続

・感染防止対策を講じながら、従来
の活動にとらわれない、今できる食
育活動を実施していく。

○ ○

101
子育て支
援課

みんなで子育
て・親育ち活動
補助金

一般

　子育て世代の仲間づくり
により、子育てに対する負
担や不安の軽減を図る。

　子育て世代や子育てを支援
する方々で組織する５人以上
のグループに補助金を交付す
る。

　補助金交付実績49グループ（48グルー
プ）。子育て世代を支援するグループの活
動は十分充実してきていることから、子育
て世代を支援する活動を行うグループへの
支援は、H30年度から見合わせるよう制度
改正を行っている。

○補助申請を行う子育て中の保護者のグ
ループはほぼ横ばいで推移しているが、
子育てグループの活動促進が図られてい
ると思われ、子育て世代の仲間づくりに
寄与している。
●子育て世代のニーズは日々、変化して
いるため、そのニーズに合った制度改正
を随時検討していく必要がある。

Ｂ 継続

・補助金交付対象　65グループを目
標とする。

○ ○ ○ ○

102
子育て支
援課

子育て学習セン
ター事業

子育て世代
の保護者

　地域の「人」「自然」
「もの」「知恵」をいか
し、親と子どもの「育ち合
い」（共育）、多様な価値
観に基づく「分かち合い」
（共生）の視点から学習機
会や情報の提供、相談体制
の充実に努め、家庭の教育
力の向上を図る。

　６館の子育て学習センター
において、自然体験、読み聞
かせ、食育など家庭教育支援
につながる事業を実施。

　６館の子育て学習センターで、家庭の教
育力向上を図るための講座を59講座（58
講座）実施。

○子育て世代に寄り添った家庭教育支援
のための講座が実施できた。
○認定こども園等の他の子育て支援機関
や地域の子育て支援に関わる方々と、子
育て世代を結びつける事業展開が図れ
た。
●地域で孤立し、子育て学習センターな
どの子育て支援機関に繋がっていない親
子もまだ多くいると思われるため、いか
にそういう親子の来館を促すことができ
るかが課題となっている。

Ａ 継続

・子育て学習センターで、小・中学
生などが活躍できる事業展開を進め
る。
・児童館と共同で事業を行うなど、
効率的かつ充実した事業展開を図
る。
・就労している母親や父親の参加を
促す事業にも取り組み、よりすそ野
の広い、身近で効果的な家庭教育支
援を行う。

○ ○ ○ ○
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103
子育て支
援課

児童館事業
乳幼児とそ
の保護者

小・中学生

　遊びを通じて児童の情操
を豊かにし、健全育成を図
る。

・こうがやま児童館におい
て、歌遊び、創作活動、お茶
席などを実施。
・自由来館による、厚生員と
の子育て相談などを実施。

　主に小学生を対象としたチャレンジ教室
（絵画、英語、科学教室）などを実施。
　また、乳幼児とその保護者に対しても、
地域の子育て支援拠点として関わった。

○未就学児とその保護者の利用が増加し
ており、地域の子育て支援の場としての
役割が増えてきている。
●午前中の来館は乳幼児とその保護者な
ど、近隣にある子育て学習センターとほ
ぼ同じであるため、競合しないよう、効
率的な活用を考えていく必要がある。
●年間延べ利用者数はコロナ禍の中では
あるが4,344人（3,975人）となり、
徐々に回復傾向にある。市内唯一の施設
の認知度をどのように上げるか、課題と
なっている。

Ｂ 継続

・市内1館のみの児童館であるため、
地域を超えての利用者の呼び込みを
図るとともに、地域や施設にとらわ
れない事業展開を検討していく。
・子育て学習センターと共同で事業
を行うなど、効率的かつ充実した事
業展開を図る。

○ ○ ○ ○ ○

104
子育て支
援課

家庭教育講座
子育て世代
の保護者

　子育て中の保護者の家庭
教育力の向上を図る。

　主に就労している保護者を
対象に、子育てに役立ち、そ
のヒントとなる講座を開催す
る。

　食育や家庭教育など、子育て中の保護者
を対象に年間６回の講座を開催。受講者は
延135名（延100名）。（各回平均約23
名（約25名））

○父親とその子どもを対象にした講座を
開催することで、父親の子育てへ参画す
る意識を養う事業が実施できた。
●父親の受講も増えつつあるが、まだま
だ少ない傾向にある。

Ｂ 継続

・家庭教育講座に特化したものでは
なく、子育て学習センターなどで、
より地域に実情に即した、子育て世
代に魅力ある、細かなニーズをくみ
取ったテーマの講座を実施してい
く。

○ ○ ○

105
子育て支
援課

子ども・子育て
会議

一般

　子ども・子育て支援事業
計画の評価検証及び市民
ニーズに沿った計画の策
定。

　市の子育て支援施策につい
て、利用者、運営者、市民の
立場で検討し、子ども・子育
て支援事業計画の策定及び評
価検証を行う。

　令和４年７月と令和５年３月に会議を開
催。子ども・子育て支援事業計画の進捗管
理や評価と、子育て支援施策についての議
論をいただいた。

○会議において各委員から、子育て支援
施策について様々なご意見をいただい
た。

Ｂ 継続

・第２期丹波市子ども・子育て支援
事業計画の進捗管理をはじめ、子ど
も子育て施策について審議する。

○ ○

106
子育て支
援課

ファミリーサ
ポート事業

一般

　子育て世代を支えるサ
ポーターを育成しつつ、そ
の実践を行うことにより、
生きがいづくりと子育て支
援の充実を図る。

　子育ての援助を希望する者
と子育ての援助を行おうとす
る者が、子育てを通して助け
合いや生きがいづくり等の社
会参加を促進する活動を支援
する。

　子育て世代や、そのサポーターに対し、
交流会、研修会、講習等を計７回（計７
回）行った。

○交流会、研修会、講習等は会員以外の
方にも参加を呼び掛けており、広く事業
のＰＲを行うとともに、子育て世代の交
流する場となった。
●ファミリーサポート事業の充実を一つ
の目的として実施しているが、ファミ
リーサポート事業のさらなる利用増進に
結び付けるべく、今後の展開を検討する
必要がある。

Ｂ 継続

・子育て世代や、そのサポーターに
対し、交流会、研修会、講習等を行
う予定。

○ ○ ○ ○

107
子育て支
援課

子育てピアサ
ポーター事業

公募で任命
された者

　子育て世代が孤立しない
よう、寄り添い、悩みを共
有し解決を共に図ること
で、子育てに対する負担や
不安の軽減を図る。

　子育て世代に寄り添いなが
ら、地域で子育てをサポート
する、子育てピアサポーター
を任命し、地域の子育て支援
拠点などで子育てに関する相
談を受けたり、子育て中の保
護者から悩みを聞いて、とも
に解消を目指す。

ピアサポーター25名対象の研修会を開催す
るなど、子育て支援に関する各研修会に参
加、スキルアップを図り、地域ぐるみの子
育て世代に寄り添った支援を行った。

○子育て世代に寄り添いながら、地域で
子育てをサポートする熱意を持った活動
に取り組めた。
●さらに、活動を充実させることにより
認知度を上げていく必要がある。

Ｂ 継続

・子育てピアサポーターを公募・任
命し、年度内に２回の子育て支援に
関する研修の機会を設ける予定。

○ ○

108
学校教育
課

たんばふるさと
学

小学生
中学生
市民

　地域住民の参画によるふ
るさと教育を展開すること
により、小・中学生の地域
への関心を高め、地域課題
を解決する人材を育成す
る。

　小学校に学校支援コーディ
ネーターを配置し、ふるさと
教育の計画や地域資源を活用
した授業・体験学習を実施す
る。また、中学校で地域課題
の発見と解決をめざす学習を
展開する。

　「たんばふるさと学」で学校の授業に携
わった地域住民の人数：2071人（1453
人）
　昨年度に引き続きコロナ禍で計画通りに
実施することが困難な時期があった。た
だ、その中でも実施の時期・内容・方法を
工夫することで、昨年度より多くのゲスト
ティーチャーを招聘し、効果的に事業を継
続することができた。

○学校と学校支援コーディネーターが情
報を共有することで地域と学校が連携し
て各学校で工夫して「たんばふるさと
学」を充実させることができた。
●学校と地域をつなぎ、学校を支える学
校支援コーディネーターや地域ゲスト
ティーチャーの人材育成を継続するとと
もに、持続可能な地域資源（校区の特
色）を生かした学習展開を図る必要があ
る。

Ｂ 継続

・全小・中学校区で展開するコミュ
ニティ・スクールを活かし、学校と
地域がビジョンを共有することで、
児童生徒がふるさと丹波を愛し、地
域に誇りを持てる教育の充実を図り
ます。また、丹波市のフィールドを
活かし。地域の魅力に触れ、地域へ
の愛着と誇りを持つ子を育むための
持続可能な取組を推進します。

○ ○ ○ ○ ○ ○

109
社会教
育・文化
財課

丹波市社会教育
関係団体補助金

社会教育活
動団体

丹波市における社会教育の
発展を図る。

社会教育の普及、向上又は奨
励等にかかる公益的活動に対
し、補助金を交付する。
補助金額：予算の範囲内

丹波市PTA連合会
補助金：260,000円(58,351円)
活動内容：丹波市PTAリーダー研修会の開
催、青少年育成研修兼PTCA活動研修会の
開催、兵庫県PTA中央大会への参加　等

〇市内小中学生への１人１台のタブレッ
ト端末の導入に関連した内容のオンライ
ン研修会を開催し、安心・安全なICT活
用について学ぶ機会を提供した。
●アフターコロナの状況に応じ、オンラ
インの活用や対面開催等、事業の開催方
法の工夫を検討する必要がある。 Ｂ 継続

・社会教育関係団体としての活動を
推進するため、今後も活動費補助を
継続する。
・親のメンタルヘルスに関する研修
会を開催する。
・開催にあたっては、アフターコロ
ナの状況に対応した開催方法とす
る。

○ ○

110
社会教
育・文化
財課

地域学校協働活
動

一般

地域に開かれた学校づく
り、学校を核とした地域づ
くりを推進する。

地域住民等と学校の情報共有
を図るとともに、学校と家庭
及び地域をつなげる取り組み
を実施する。

地域学校協働活動推進員（コーディネー
ター）の配置：７名
実施校数：小学校６校・中学校２校
「地域とともにある学校づくり」推進
フォーラム兼コミュニティ・スクール連絡
会の開催：令和４年11月25日
地域学校協働活動推進員協議会の開催：令
和５年１月11日

○新たに１名の地域学校協働活動推進員
を委嘱することができた。
○地域学校協働活動推進員協議会を開催
し、他校区（地区）での取り組みを共有
するとともに、活動の更なる充実に向け
た意見交換ができた。
●地域学校協働活動推進員未配置の校区
への配置の促進が課題である。

Ｂ 継続

・地域学校協働活動推進員の増員
や、地域学校協働活動推進員のスキ
ルアップに向け、研修の機会等を提
供する。

○ ○ ○ ○ ○
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111
社会教
育・文化
財課

地域から考える
学びの未来会議

市民、社会
教育委員、
学校運営協
議会委員、
学校支援ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等

「地域から考える学びの未
来会議」を開催し、学校・
家庭・地域・行政それぞれ
が子どもの成長に関わる当
事者として、担い手として
協働する新たな体制の構築
をめざす。

丹波市の教育応援プロジェク
トとして、コミュニティ・ス
クールを核としながら、丹波
市の教育をみんなで考える新
たな学びの場としての「地域
から考える学びの未来会議」
を開催する。

第２回学びの未来会議
実施日：令和４年５月28日
場所：氷上住民センター
参加者：40名（オンライン参加含む）
内容：第１部　全体会（話題提供）
　　　第２部　ワークショップ（意見交
換）
第３回学びの未来会議
実施日：令和４年10月１日
場所：春日住民センター　他
参加者：29名
内容：全体説明・ワークショップ（チーズ
づくり・自然体験・ミニ畳づくり・ICT体
験）・意見交換

〇大人の学びについて実践事例から意見
交換を行い、市内での大人の学びに関す
る現状について共有できた。
○大人のトライやると題し、参加者に実
体験を提供することで、大人の学びにつ
いて考えるきっかけを提供した。
●地域や関係団体、地域住民など多様な
主体が関わり、我が事化することが必要
である。

Ｂ 継続

・多様な主体が参加、参画できるよ
うなフォーラムの開催をはじめとし
た、学び合いのきっかけを作る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

112
社会教
育・文化
財課

歴史講座 一般

身近な地域の歴史文化に関
心を持ち、その歴史的な価
値を地域や市民が見つめ直
す機会を設けられるように
する。

丹波市と神戸大学人文学研究
科が地域連携協定を結び、身
近な地域の歴史文化を見直す
きっかけづくりとなる講座を
開催する。

一般市民を対象とした歴史講座を開催した。
講座６回（６回）
・青垣： ７月30日　72人（28人）
・山南： ９月11日　 33人（34人）
・市島：10月29日　34人（30人）
・氷上：11月19日　33人（36人）
・柏原： ２月 ４日　30人（34人）
・春日： ２月12日　28人（36人）
　合計：　　　　　 230人（198人）

○歴史講座を開催したことにより、身近
な地域の歴史や文化を見直す機会とした
取り組みができた。
〇新型コロナウイルス感染症対策で参加
者が限られるため講座の動画配信を行な
い、当日参加できない方も聴講が可能と
なった。
●若い世代が歴史文化に親しむ機会の創
出が必要である。

Ｂ 継続

・地域ごとに6回の講座を実施する。
・若い世代にも身近な歴史・文化に
親しんでもらうため、初心者にも興
味が湧くような講座を行うととも
に、講座を市広報及びホームページ
などで周知する。

○ ○ ○

113
社会教
育・文化
財課

考古学講座 一般

丹波市の歴史や文化財を周
知し、地域の歴史を知る機
会を設ける。

考古学から黒井城や岩尾城を
知る場を提供する。

実施日：３月12日
会場：氷上回廊水分れフィールドミュージ
アム
演題：「瓦から考える黒井城と岩尾城」
参加者：30名

〇考古学から見た黒井城、岩尾城に関す
る講座を開催し、城について周知するこ
とができた。
●広報周知を行いさらに多くの参加者を
募ることが必要である。

Ｂ 継続

多くの参加者を募るため市広報や
ホームページなどで周知する。

○ ○ ○ ○

114
社会教
育・文化
財課

歴史民俗資料館
の運営

一般

各資料館で市の歴史や文化
財を紹介する役割を果た
す。

市民に歴史や文化財を学べる
施設として、各資料館を運営
する。

柏原歴史民俗資料館
・兵庫県立歴史博物館巡回展「”ひょうご
五国”歴史文化キャラバン」
会期：11月12日(土)～12月18日(日)
入館者数：465名
・「中井権次と柏原藩」
会期：２月14日(火)～３月12日(日)
入館者数：347名

柏原藩陣屋跡
・「丹波の高札」
会期：３月18日(土)～４月２日(日)
入館者数：1,538名

植野記念美術館
・「用と美～暮らしの中の文化財展」
会期：11月26日(土)～12月25日(日)
入館者数：451人

〇企画展等の実施により歴史・文化財を
紹介する役割が果たせた。
〇美術館との合同企画展を初めて開催
し、美術館の来場者に文化財に触れる機
会を設けることができた。
●身近な歴史資料に触れる機会を設け、
多くの来館者に地域の歴史を伝えること
ができる企画展の開催を検討する必要が
ある。

Ｂ 継続

柏原藩陣屋跡において鉄道展、春日
歴史民俗資料館において俳人片山桃
史の見た戦争に関する企画展など魅
力ある企画展を開催する。

○ ○ ○ ○

115
社会教
育・文化
財課

いきものふれあ
いの里運営事業

一般

市民の環境学習の場として
継続して支援することを目
的とする。

人と自然の共生を目指し、丹
波の自然と人々の生活の関わ
りについて学ぶ教育施設の運
営と自然との共生を学ぶ講
座・企画展を開催している。

自然体験学習会　12回(10回）
企画展　6回（6回）
出前事業　22回（17回）
施設見学等　27回（９回）
その他イベント出展等　１回（３回）
利用人数　計　7,149人（6,356人）

○地域内動植物の保全活動や調査活動の
住民への学習会の開催等、本施設が果た
すべき役割を見据えた取り組みを行っ
た。
●他の社会教育施設との連携を深め、連
続した学びの機会をつくる必要がある。

Ｂ 継続

・企画展や講座の継続的な取り組み
と共に、「生物多様性」に重きを置
き、地域の、生徒、子供たちを中心
とした環境体験学習を開催し、関心
を高める。
・水分れＦＭとの事業の共同開催や
展示品の相互展示を行う。

○ ○ ○



「丹波市生涯学習基本計画」に基づく市の生涯学習関連事業調査書

① ② ① ② ① ② ③ ① ② ① ② ③ ① ② ③ ④ ① ② ① ② ③ ④ ① ② ③

（　）内は令和３年度の取り組み実績
○担当部署の自己評価
●自己評価に基づく課題

№ 部署 事業名 対象者 事業の目標 事業の概要 令和４年度事業の取り組み実績 令和４年度事業の評価・課題 評価
実施
区分

令和５年度以降の取り組み

評価
A　期待以上の成果が得られた
B　概ね期待どおりの成果が得られた
C　期待したほどの成果が得られなかった
D　成果が得られなかった

専
門
的
な
教
育
機
関
と
の
連
携

市
民
活
動
団
体
や
N
P
O
へ
の
支
援

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
市
民
力
の

醸
成

多
様
な
学
び
の
活
動
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
推
進

学
び
の
相
談
支
援
・
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機
能
の
整
備

学
び
の
成
果
を
評
価
す
る
仕
組
み
づ

く
り

学
び
の
成
果
を
活
用
す
る
仕
組
み
づ

く
り

地
域
の
人
材
を
活
用
す
る
仕
組
み
づ

く
り

自
主
運
営
事
業
へ
の
支
援
の
充
実

多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の
場

づ
く
り

学
び
の
環
境
の
利
便
性
の
向
上

学
び
に
出
会
い
参
加
す
る
き
っ

か
け

づ
く
り

学
び
の
機
会
や
団
体
に
つ
い
て
の
情

報
発
信

市
民
が
つ
く
る
学
び
の
機
会
の
提
供

地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る
環

境
づ
く
り

指
導
者
・
リ
ー

ダ
ー

の
養
成

よ
り
高
い
学
び
に
移
行
す
る
仕
組
み

づ
く
り

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援

自
然
や
歴
史
、

伝
統
文
化
を
活
用
し

た
学
び
の
機
会
の
提
供

地
域
の
魅
力
発
掘
と
新
し
い
学
び
の

創
出

地
域
の
学
習
施
設
の
利
用

多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の
機

会
の
提
供

身
近
な
学
び
の
場
づ
く
り

1.まなび人を増やそう 2.まなび力を育てよう 3.まなび里をつくろう

(1)学びへの関心
を高める

(2)学びを見
つける

(3) 学びの場をつく
る

(1) 学びでつ
ながる

(2) 学びを生かす (3) 学びの力を高める
(1)学びで地域の魅
力を見つける (2)学びのまちをつくる

(3)学びからまちを活性化す
る

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り

116
社会教
育・文化
財課

氷上回廊水分れ
フィールド
ミュージアムの
運営

一般

氷上回廊で育まれてきた地
域特有の自然の多様性、豊
かな文化及び歴史を貴重な
地域資源として次世代に継
承していく取り組みを広げ
る。

氷上回廊の自然、歴史文化を
次世代に継承する拠点施設と
して、氷上回廊をとりまく豊
かな自然や文化などに関する
情報を収集、保存及び展示
し、それらの普及活動や教育
活動を行うため、企画展や
ワークショップ等を開催して
いる。

■企画展
「水分れの生きもの展」
会期：４月24日(日)～５月22日(日)
入館者数：3,239名
「琉球列島～生物多様性の宝庫～」
会期：６月22日（水）～９月25日（日）
入館者数：10,362名
「丹波　里山の恵み」
会期：９月30日(金)～10月21日(金)
入館者数：4,643名
「植物が生み出す自然の色」
会期:11月９日(水)～２月12日(日)
入館者数：5,594名
「ふるさと教育展示会」
会期：２月15日（水）～３月12日（日）
入館者数：1,776名
■ワークショップ等　21回
■農業体験教室　6回
■出前授業・出前講座　12回
総入館者数　35,157人

○新聞・ホームページ・SNS等を活用
した周知や、企画展やワークショップの
開催等により、年間の来館者数の目標３
万人を達成することができた。
○企画展に関係する内容について詳しく
学びたい方には、他の社会教育施設へ案
内する等、更に学びを深めてもらえるよ
う工夫した。
●常設展示品等の更なる充実を図り、博
物館としての学習機能を高める必要があ
る。

Ｂ 継続

・市域全域を博物館のフィールドと
して扱い、多くの市内外の来館者に
氷上回廊の魅力を伝えるべく、魅力
的な企画展やワークショップを実施
する。
・高校生と連携し、地域資源や地域
課題を自分ごととして捉え、自分が
住む地域の一員として考えるための
学習教材を作成する。
・市内の社会教育施設と相互に連携
を強化を図り、各館の展示・イベン
ト情報を共有や、相互展示など、効
果的、効率的な活動を展開する。
・出前授業やオンラインでの授業等
により、学校との連携を深める。

○ ○ ○

117
中央図書
館

図書館管理運営
事業

市民

　市民の生涯学習を支援す
るために、地域の情報拠点
として読書の推進や支援だ
けではなく、市民の生活や
仕事、地域づくり等の各分
野における課題解決も支援
するために図書館機能を充
実させる。

・子ども読書推進関係（子ど
も読書推進講座）
・社会体験活動（夏休み一日
図書館員、トライやる・
ウィーク受入等）
・ボランティアグループ活動
支援
・講座・催しもの（各館おは
なし会、文学講座、ブック
トーク等）

・子ども読書推進講座(１回講座)
　参加者数　28名（20名）
・ブックスタート　月2回実施
　コロナ感染防止のため保健師による実施
（337セット配布）
・夏休み一日図書館員（７～８月）
　参加者数（各館合計）３名（11名）
・トライやる・ウィーク
　受入れ者数　17名（17名）
・ミニトライやる・インターンシップ
　受入れ者数　1名（0名）
・ビブリオバトル大会
　観戦者数　10名（15名）
・文学講座（1回講座）
　参加者数延べ　21名（2回講座 ０名 コ
ロナ感染拡大のため中止）
・各館おはなし会、ブックトーク　随時開
催

○コロナ感染防止を図るため、対策を取
りながら実施した。
●幅広い世代が図書館に親しむ多様な機
会として、感染対策に留意しながら事業
継続する必要がある。

A 継続

・子ども読書推進講座（１回講座）
　　毎年度、１月に計画
・ブックスタート　月2回実施
・夏休み一日図書館員（7月～8月）
　全館で受入れ
・トライやる・ウィーク
　全館で受入れ
・ミニトライやる・インターンシッ
プ
　各館で希望者を受入れ
・ビブリオバトル大会
　毎年度、12月に計画
・文学講座（2回講座）
　毎年度、2月と3月に計画
・各館おはなし会、ブックトークを
随時開催する。

○ ○ ○

118
中央図書
館

子ども司書養成
講座

市内在住小
学４～６年

　子どもたちの中で、読書
活動のリーダーとして活躍
してくれる子ども司書を養
成する。

　同世代の子どもたちへ本の
紹介や読み聞かせ活動等がで
きる子ども司書を養成するた
めに講座を開催。

　全７回の講座を開催し、認定基準に達し
た者を子ども司書として認定した。
・受講者数　10名（10名）
・認定者　　10名（10名）

○全受講者１０名を認定することができ
た。事業開始から延べ101名の子ども
司書が誕生し、成果を上げている。ま
た、子ども司書のおはなし会での活動機
会を増加させることができた。
●子ども司書として活動する機会を、図
書館、読み聞かせボランティアグループ
が連携し充実することできたが、さらな
る拡充が課題である。

A 継続

・子ども司書として活動できる機会
の要請を学校や地域に積極的に行っ
ていく。
・地域との連携を更に進める。
・受講者全員が子ども司書として認
定できるように、楽しく学べ、認定
後の活動につながる講座内容とする
ために取り組む。

○ ○

119
中央図書
館

市民との協働運
営

一般

　市民と協働した図書館運
営を行う。

・図書館サポーター養成講座
を開催し、サポーターを要請
する。（丹波市社会福祉協議
会と共催）
・図書館サポーター登録者の
更新を行う。

・図書館サポーター養成講座を２回開催し
た。
・図書館サポーター登録者数名　56名
（60名）うち令和４年度新規登録者
　 ７名（11名）

○サポーターを養成することで、図書館
事業を市民と協働で行うことができた。
●図書館サポーターとして登録していて
も活動していただく機会がないことがあ
る。このことから新たな活動分野を追加
したが、更に分野や実施日を検討する必
要がある。

A 継続

・２回の養成講座を開催する。（５
月・６月に開催）
・新規のサポーターを少しでも増や
す取り組みとするために講座内容の
充実を図る。
・新たな活動内容を追加し、サポー
ター活動の内容充実を図る。

○ ○
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120
植野記念
美術館

美術館管理運営
事業

一般

　多くの市民が、こころ豊
かで生きがいのある生活を
送り、感性豊かな子どもた
ちが育つことをめざして、
優れた芸術文化に触れる機
会を提供する。そのため、
四季を通して、質の高い魅
力ある展覧会を企画する。

①郷土の現代日本画展　親子
の系譜
②きかんしゃトーマス展－ソ
ドー島のなかまたちが教えて
くれたこと―
③村田エミコ展　ひらいてみ
よう！木版画のとびら
④美人画開花　培広庵コレク
ション展
⑤用と美　暮らしの中の文化
財
⑥日中国交正常化50周年記念
五岳・霊山展

①郷土の現代日本画展　親子の系譜
会期：４月９日～５月５日
入館者：907人
②きかんしゃトーマス展－ソドー島のなか
またちが教えてくれたこと―
会期：５月14日～７月24日
入館者：8,623人
③村田エミコ展　ひらいてみよう！木版画
のとびら
会期：８月６日～９月４日
入館者：1,550人
④美人画開花　培広庵コレクション展
会期：９月17日～11月６日
入館者：2,559人
⑤用と美　暮らしの中の文化財
会期：11月26日～12月25日
入館者：451人
⑥日中国交正常化50周年記念　五岳・霊山
展
会期：１月14日～３月12日
入館者：1,017人

○各展覧会では、関連イベントや講演
会、展示内容の工夫などを通して、作家
の作品に対する思いや意図、作品の魅力
を直接来館者に伝えることができまし
た。
〇美術館の建物や展覧会の内容などの紹
介ムービー（動画）を作成して
YouTubeや市ホームページにアップ
し、美術館の周知とファン層の拡大に繋
げるため情報発信に取り組んでいます。
●美術館は館蔵品を十分に整理しきれて
いないため、館蔵品図録の作成や独自の
企画展の実施など、企画会社に頼らない
努力も必要である。 B 継続

・質が高く、館の個性を活かした展
覧会とするため、その内容を充実
し、多くの人々が美術館に親しみを
持ち、集えるよう、独自規格を含め
た魅力的な企画事業を開催する。
・地域に開かれた美術館として、地
域で活動中の作家の紹介展の実施や
地域ゆかりの物故作家の作品の収
集、紹介に努める。

○ ○

121 恐竜課 化石発掘体験 一般

　化石の発掘体験を通じ
て、地域（元気村かみく
げ）への来客者を増やし、
地域の魅力や、丹波市の魅
力を知ってもらい、再来訪
者(リピーター）数を増や
すことを目的とする。

　丹波竜の化石が発見された
篠山層群の石を用いて、化石
発掘体験を行っている。

　化石発見現場来訪者数47,982人/年
（ 41,717人/年）

○コロナ禍による規制が緩和されたこと
もあり、来訪者数の増加につながった。
●内内や近隣地域の来訪者・利用者増加
につながる企画や仕組みが必要である。

Ｂ 継続

・化石発見現場来訪者数 25,000人/
年

○ ○ ○

122 恐竜課
ちーたんの館運
営管理

一般

　来館者に「丹波竜化石工
房ちーたんの館」に興味を
持って頂く事で、工房の来
館者の増加や丹波竜を含む
篠山層群の古生物の魅力を
知り、勉強して貰うことを
目的とする。

　丹波竜をはじめとする篠山
層群から発見された古生物化
石等を展示している。

　丹波竜化石工房ちーたんの館来館者数
　75,694人/年（57,856人/年）

○コロナ禍による規制が緩和されたこと
もあり、来訪者数の増加につながった。
●今後も来館者を増やすための企画や工
夫が必要である。

Ｂ 継続

・丹波竜化石工房ちーたんの館来館
者数
　66,000人/年

○ ○ ○

123 恐竜課

丹波竜活用事業
（セミナー・
ワークショップ
事業）

一般

化石や地層に興味を持って
もらい学ぶ機会を設けると
ともに、篠山層群について
知ってもらう。

化石や地層に係るセミナー、
ワークショップを開催し、体
験しながら篠山層群化石等に
ついて学ぶ。

化石クリーニング、レプリカ作成、化石復
元等の各セミナーの開催
　　　 　 9回、88人
恐竜復元等のワークショップの開催
　　　　28回、581人

○コロナ禍での感染防止に配慮し、年間
を通して参加人数を制限しての実施と
なったが、篠山層群の化石や地層につい
て学ぶ機会や周知ができた。
●募集人数に対し参加者が少なかったた
め、周知方法や企画・内容等について検
討する。

Ｂ 継続

・ワークショップの内容等を検討し
セミナーとワークショップを年間30
回程度開催。

○ ○ ○ ○

124 水道課
小学生水道出前
講座

小学生

毎日使っている水道につい
て、スライドによる学習や
実際に水道施設を見学する
ことで、子供のころから水
道に関心を持ち、水の大切
さを考えるきっかけを持っ
てもらう。

上下水道部職員が学校に出向
き、スライドや映像による説
明や施設見学を通して、楽し
く学べる機会を提供する。

・14校［316名］で実施
（13校［290名］）
・各小学校4年生教室にて、スライドを使
用し約30分の学習を行った。例年であれば
その後施設見学を行っていたが、コロナ
ウィルス感染予防のため現地見学は中止。
・ドローン空撮により、浄水場から配水池
までの経路などを空から見た映像を作成
し、配水システムをより実感できるように
した。

○スライドを使った対話形式の講座で、
水道について楽しく学んでもらえた。ま
た、児童からたくさんの感想やお礼の手
紙をもらい、振返り学習も行ってもらえ
たと感じている。
現地見学は無いが、教室でしかも時間割
に合わせて実施するため、学校からは予
定が立てやすく重宝されている。
●出前講座の講師は、水道に関する知識
のほかに、児童が興味を持つよう誘導す
る話術や発想などが必要であり、今後は
講師の後継者育成が重要になる。

A 継続

・各小学校に実施告知を積極的に行
い、市内全小学校での実施を目指
す。
・浄水場現地見学は中止とするが、
その分学校のスケジュールに臨機応
変に対応できる利便性をPRし、全校
実施を目指す。

○ ○ ○

125 水道課
大人向け水道出
前講座

一般

私たちの暮らしに欠かすこ
とのできない水道。毎日使
用している水道に関する現
状を広く知っていただき、
これからの水道事業につい
ての理解を深めてもらうこ
とを目指す。

自治会や各種団体等市内在住
の方を対象に職員による出前
講座を実施する。スライド上
映や利き水など体験型・参加
型学習を実施する。

・自治会等１回［28名］（０回）
〇氷上中学校において、兵教組氷上教職員
組合環境・公害・食教育部会で開催した。

コロナウイルス感染予防のため、令和4
年度の一般出前講座の開催要請は1件の
みとなった。
令和5年5月以降5類への移行により、
一般出前講座の開催についてもPRを強
化し、少しでも多くの市民に伝えられる
よう努める。

B 継続

・市民アンケート調査では、「丹波
市の水道料金は高い」という意見が
多い。料金は自治体によって違う
が、なぜ丹波市が高くなるのか、そ
の理由を理解してもらうためにその
仕組みを丁寧に説明する。その他、
日頃特に気に掛けない水道に関する
話を通じて、水道水に親しみと価値
を感じてもらえるようプレゼン方法
を研究し常にバージョンアップを加
えながら実施する。

○ ○ ○
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126 下水道課
小学生下水道出
前講座

小学生

毎日使っている下水道につ
いて、スライドによる学習
や実際に下水道施設を見学
することで、子供のころか
ら下水道に関心を持ち、水
の大切さを考えるきっかけ
を持ってもらう。

下水道課職員が学校（浄化セ
ンター）に出向き、スライド
や映像による説明や施設見学
を通して、楽しく学べる機会
を提供する。

・13校［306名］で実施
・各小学校または浄化センターにて、スラ
イドを使用し約30分の学習を行い、その
後、顕微鏡を用いて微生物の観察を行っ
た。

○スライドを使った対話形式の講座で、
下水道について楽しく学んでもらえた。
また、児童からたくさんの感想やお礼の
手紙をもらい、振返り学習も行ってもら
えたと感じている。
顕微鏡を用いた微生物観察では、児童も
いきいきと参加していたことに学校から
高評価を頂いた。

A 継続

・各小学校に実施告知を積極的に行
い、市内全小学校での実施を目指
す。
・移動手段等で浄水場見学ができな
い学校には、アクティビティ学習な
ど教室でも充実した講座が行えるよ
うさらに充実したアイテムを研究す
る。

○ ○ ○ ○

127
総合政策
課

高齢者を対象と
したスマホ教室

高齢者

デジタルデバイド対策のた
め、高齢者がスマホを楽し
く便利に使えるようにす
る。

市民に身近な施設（住民セン
ター等）で携帯電話事業者を
講師に迎えたスマホの基礎的
研修を行うもの。

実施回数：３回
　R4.10.25　青垣住民センター
　R4.11.15　山南住民センター
　R4.12.1　 市民プラザ

〇兵庫県と市と携帯電話事業者の３者で
共調して行う事業の枠組みで実施したた
め、日程調整等に相当の手間を要した。
アンケート集計の結果、教室自体は好評
であり、継続受講の希望が多数であっ
た。
●令和５年度は市が携帯電話事業者と直
接協議して進める形に変更した。

B 組換

上半期、下半期あわせて２社の携帯
電話事業者に直接協力依頼を行い、
高齢者を対象としたスマホ教室を6回
程度開催する。

〇 〇

128
総合政策
課

３市連携事業
小学生・中学生
のためのプログ
ラミング教室

福知山市・
丹波市・朝
来市の小学
４・５・６
年生と中学

生

福知山公立大学の教育研究
の向上と福知山市・丹波
市・朝来市の将来を担う子
どもたちが倫理的思考や発
想力の大切さを学び、デジ
タル技術への関心を高める
機会とするため実施する。

福知山公立大学と福知山市・
丹波市・朝来市が連携し、小
学生・中学生に向けた、レベ
ル別のプログラミング教室４
講座を実施。（参加料無料、
希望多数の場合は抽選）

プログラミング教室（４講座）
・期日　R4.8.10～8.12、8.18～8.20
・会場　福知山公立大学
・参加　福知山市、朝来市、丹波市の小学
生28人（内、丹波市4人）、中学生17人
（内、丹波市2人）

○市内小中学校を通じて保護者連絡網に
メールで募集案内し、丹波市からの申込
は16人あり好評だった。アンケートで
は、子どもたちの満足度が高い結果と
なった。
●現在参加料は無料で実施しており、将
来的に参加者に一定の負担を求めること
を検討する。

B 継続

福知山公立大学と福知山市・丹波
市・朝来市と事業内容を調整・見直
しを行いながら、相互に協力し、継
続して開催していく。

○ ○ ○


